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第
四
項　

浦
町

（
一
）
浦
町
の
概
要

浦
町
は
、
南
砺
市
福
野
の
や
や
北
部
に
位
置
し
、
現
在
の
住
居
表
示
で
は
福
野

に
あ
た
り
、
行
政
区
で
は
二
区
と
三
区
に
該
当
す
る
。
二
区
は
上
浦
町
、
三
区
が
（
下
）

浦
町
で
あ
る
。
北
は
松
原
本
町
、
西
は
二
日
町
に
接
し
て
お
り
、
夜
高
行
事
に
関
わ

る
町
で
は
、
東
は
辰
巳
町
、
南
東
は
御
蔵
町
、
南
は
上
町
、
南
西
は
横
町
に
接
し
て

い
る
。
な
お
、
辰
巳
町
は
浦
町
の
分
家
町
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
夜
高
や
曳
山
行
事

の
運
行
で
一
部
連
携
を
図
る
部
分
が
あ
る
。
ま
た
、
浦
町
の
北
に
位
置
す
る
松
原
本

町
は
、
本
来
福
野
神
明
社
の
氏
子
町
で
は
な
い
が
、
昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
）
か

ら
浦
町
の
一
員
と
し
て
小
行
燈
を
出
し
て
い
る
。
当
時
の
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
た

ち
に
も
行
燈
を
曳
か
せ
よ
う
と
、
そ
の
父
兄
が
浦
町
と
他
の
町
内
に
お
願
い
し
て
参

加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
一
一
月
の
世
帯
数
は
一
一
七
戸
で
、
地
区
の
大
部
分
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ン
の
儀
が
終
了
し
た
の
ち
、
行
燈
を
解
体
後
、
出
陣
式
を
行
っ
た
三
差
路
に
て
裁
許
・

若
衆
・
Ｏ
Ｂ
が
若
衆
が
持
っ
て
い
た
長
提
灯
三
本
を
中
心
に
円
に
な
る
よ
う
並
び
、

裁
許
長
の
全
体
総
括
、
氏
子
代
表
（
Ｏ
Ｂ
）
の
挨
拶
の
後
、
全
体
の
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン

の
儀
と
同
様
の
流
れ
で
行
わ
れ
る
。
終
了
す
る
の
は
明
け
方
と
な
り
、
そ
の
後
、
新

町
に
あ
る
飲
食
店
「
ま
る
嘉
」
で
打
ち
上
げ
を
行
う
。

⑦
夜
高
行
燈
の
解
体

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
の
儀
が
終
了
す
る
と
、
出
陣
式
を
行
っ
た
三
差
路
に
戻
り
、
解

体
作
業
を
開
始
す
る
（
写
真
９
６
）
。
台
締
め
の
番
線
や
縄
は
カ
ッ
タ
ー
・
ノ
コ
ギ

リ
で
切
る
。
ま
た
、
組
み
立
て
と
同
様
に
ま
ず
芯
木
に
ロ
ー
プ
を
結
び
支
え
な
が
ら

行
燈
を
倒
し
、
上
か
ら
順
に
部
材
を
取
り
外
す
。
部
材
に
よ
っ
て
格
納
す
る
場
所
は

異
な
る
。
台
棒
は
西
源
寺
、
吊
物
（
表
）
・
田
楽
は
新
町
会
館
、
心
棒
、
横
棒
、
吊

物
（
裏
）
・
台
は
曳
山
山
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

⑧
チ
ビ
・
小
・
中
行
燈

新
町
は
、
子
ど
も
が
少
な
く
小
行
燈
は
練
り
廻
さ
な
い
。
中
行
燈
を
小
行
燈
と

し
て
練
り
廻
す
。
中
行
燈
の
意
匠
は
大
行
燈
と
全
く
同
じ
で
、
大
行
燈
の
ミ
ニ
バ
ー

ジ
ョ
ン
と
い
う
形
態
で
あ
る
。
小
行
燈
は
、
小
学
生
か
ら
中
学
生
ま
で
参
加
で
き
る
。

大
行
燈
は
高
校
生
か
ら
参
加
で
き
る
が
、
引
き
合
い
に
は
参
加
し
て
い
な
い
。

大
行
燈
の
曳
き
手
は
男
性
の
み
で
あ
る
が
、
小
行
燈
は
町
内
の
子
ど
も
（
男
女

問
わ
ず
）
に
加
え
、
そ
の
母
親
も
参
加
可
能
で
あ
る
。

⑨
そ
の
他

　

祭
り
に
関
わ
る
女
性
の
役
職
、
子
ど
も
の
組
織
は
な
い
。
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は
住
宅
及
び
店
舗
で
あ
る
。
昭
和
四
五
年
（
一
九
七
〇
）
時
の
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
人
口
は
七
町
の
う
ち
七
津
屋
、
横
町
に
次
い
で
三
番
目

に
多
い
。

行
燈
製
作
や
会
合
の
場
所
と
な
る
の
は
浦
町
会
館
（
写
真
９
７
）
で
あ
る
。
こ

の
場
所
は
元
々
福
野
警
察
署
で
あ
っ
た
が
、
井
波
警
察
署
と
の
合
併
に
伴
い
移
転
し

た
の
で
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
に
行
燈
製
作
の
場
兼
町
内
会
館
と
し
て
建
築
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
浦
町
会
館
の
整
備
以
前
は
、
浦
町
の
真
宗
寺
院
円
成
寺
の
境
内

お
よ
び
本
堂
を
使
用
し
て
い
た
。

（
二
）
運
営
組
織

夜
高
行
事
の
運
営
は
「
浦
町
夜
高
保
存
会
」
、「
浦
町
裁
許
」
、「
浦
町
若
連
中
」
が

担
う
。

①
浦
町
夜
高
保
存
会

組
織
構
成

浦
町
夜
高
保
存
会
は
、
会
長
一
人
、
副
会
長
一
人
、
参
与
二
五
人
、
事
務
局
員
三
人
、

理
事
二
二
人
、
幹
事
二
三
人
、
監
事
二
人
、
実
行
委
員
四
人
の
総
勢
八
一
人
で
構
成

さ
れ
る
（
令
和
六
年
度
）
。
役
員
は
事
務
局
案
に
基
づ
い
て
年
初
め
の
公
聴
会
終
了

後
に
行
わ
れ
る
総
会
で
承
認
を
受
け
る
。
任
期
は
二
年
で
再
任
は
妨
げ
な
い
。
た
だ

し
、
会
長
は
三
区
区
長
、
副
会
長
は
二
区
区
長
と
し
て
い
る
の
で
、
実
質
、
会
長
、

副
会
長
の
任
期
は
二
年
で
あ
る
。

役
割

浦
町
夜
高
保
存
会
は
、
夜
高
祭
に
お
い
て
浦
町
住
民
が
先
達
よ
り
受
け
継
い
で

き
た
伝
統
、
精
神
、
文
化
な
ど
を
後
世
へ
適
切
に
伝
承
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

夜
高
行
事
に
関
す
る
役
員
の
役
割
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

会
長

会
を
代
表
し
て
夜
高
行
燈
の
製
作
・
練
り
廻
し
を
す
る
た
め
裁
許
、
若
連
中
、
構

成
自
治
会
等
と
の
連
絡
調
整
を
行
う
。

副
会
長

会
長
を
補
佐
す
る
。

事
務
局
員

会
長
の
指
示
を
受
け
、
計
画
立
案
、
資
料
作
成
な
ど
の
事
務
全
般
、
会
計
を
担

当
す
る
。

監
事

会
計
監
査
を
行
う
。

実
行
委
員

当
年
度
の
夜
高
行
事
担
当
の
裁
許
三
人
と
若
衆
頭
一
人
。

運
営
経
費

夜
高
行
事
運
営
の
経
費
は
、
町
内
の
徴
収
金
、
福
野
夜
高
祭
連
絡
協
議
会
か
ら

の
助
成
金
な
ど
を
財
源
と
し
て
い
る
。

令
和
六
年�

二
〇
二
四�

の
運
営
経
費
を
見
る
と
、
支
出
は
主
に
行
燈
の
製
作

費
二
七
八
万
円
な
ど
で
あ
る
。

会
合
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

浦
町
の
夜
高
行
事
に
関
す
る
会
合
は
浦
町
会
館
で
開
催
さ
れ
る
。

ま
ず
、
二
月
初
旬
に
、
浦
町
裁
許
、
浦
町
若
衆
、
町
内
自
治
会
役
員
、
裁
許
Ｏ

Ｂ
で
構
成
す
る
公
聴
会
が
開
催
さ
れ
る
。
祭
礼
全
般
に
関
す
る
決
算
・
予
算
・
内
容

等
の
承
認
を
受
け
る
。
公
聴
会
終
了
後
、
浦
町
夜
高
保
存
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
る
。

②
浦
町
裁
許

浦
町
裁
許
は
、
裁
許
長
一
人
、
裁
許
二
人
の
三
人
で
構
成
さ
れ
る
。
若
い
こ
ろ

か
ら
行
燈
に
た
ず
さ
わ
り
、
若
衆
頭
を
経
験
し
て
い
る
厄
年
（
四
二
歳
）
前
後
の
人

の
中
か
ら
前
年
の
裁
許
お
よ
び
裁
許
Ｏ
Ｂ
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
。
最
終
的
に
は
公

聴
会
で
承
認
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
任
期
は
二
年
で
、
二
年
目
の
人
が
裁
許
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長
と
な
る
場
合
が
多
い
。
な
お
、
分
家
町
で
あ
る
辰
巳
町
か
ら
三
人
の
裁
許
が
選
出

さ
れ
、
内
一
人
が
代
表
裁
許
と
な
る
。
浦
町
の
三
人
と
辰
巳
町
裁
許
長
一
人
の
計
四

人
が
、
対
外
的
に
は
浦
町
裁
許
四
人
と
な
る
。

裁
許
は
、
夜
高
行
燈
製
作
か
ら
練
り
廻
し
ま
で
の
全
般
に
わ
た
る
責
任
者
で
あ

る
。裁

許
長

夜
高
行
燈
の
製
作
、
練
り
廻
し
の
全
般
に
わ
た
る
総
責
任
者
で
あ
る
。

裁
許

裁
許
長
を
補
佐
し
、
運
営
に
関
す
る
会
計
、
計
画
作
成
、
各
種
届
出
、
資
料
の

作
成
を
行
う
。

③
浦
町
若
衆

正
式
名
称
は
「
若
連
中
」
だ
が
、
一
般
的
に
は
「
若
衆
」
と
書
い
て
「
ワ
カ
イ
シ
ュ
」

と
呼
ぶ
。
若
衆
は
夜
高
行
燈
の
製
作
と
祭
り
当
日
の
運
行
を
担
当
す
る
。
一
八
歳
か

ら
二
五
歳
く
ら
い
ま
で
の
男
性
で
構
成
さ
れ
る
。
若
衆
の
リ
ー
ダ
ー
は
「
若
衆
頭
」

と
呼
ば
れ
る
。
若
衆
頭
の
選
出
は
若
衆
の
互
選
が
基
本
だ
が
、
裁
許
や
裁
許
Ｏ
Ｂ
な

ど
の
意
見
も
参
考
に
す
る
。

も
と
も
と
行
燈
の
製
作
は
ほ
ぼ
若
衆
の
み
で
担
っ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
人
数

も
減
少
し
て
い
る
の
で
、
若
衆
Ｏ
Ｂ
、
裁
許
Ｏ
Ｂ
、
町
内
の
経
験
者
等
、
町
内
総
ぐ

る
み
で
製
作
に
あ
た
っ
て
い
る
。

若
衆
頭

行
燈
の
進
行
全
体
を
指
揮
す
る
。
祭
り
当
日
「
頭
」
と
の
文
字
を
染
め
抜
い
た

法
被
を
着
用
す
る
。
「
頭
」
の
法
被
は
五
着
あ
る
。

（
三
）
行
事
の
現
状

①
夜
高
行
燈
の
製
作

製
作
工
程

製
作
は
例
年
二
月
末
か
ら
開
始
す
る
。
平
日
と
土
曜
の
一
九
時
過
ぎ
か
ら
二
三

時
ご
ろ
ま
で
行
う
。
日
曜
日
は
休
み
。
一
〇
人
前
後
の
若
衆
お
よ
び
Ｏ
Ｂ
が
参
加
す

る
。
ま
た
、
他
町
へ
出
た
人
や
浦
町
に
縁
の
あ
る
町
外
の
人
な
ど
五
、
六
人
が
参
加

す
る
こ
と
も
あ
る
。

竹
細
工
・
電
気
の
配
線
・
紙
貼
り
・
蝋
引
き
・
色
塗
り
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
者
が
分
担
し
て
、
全
体
で
並
行
し
て
作
業
を
す
る
。

竹
細
工

昨
年
の
夜
高
行
事
終
了
後
、
行
燈
小
屋
の
天
井
に
吊
り
下
げ
て
あ
っ
た
行
燈
を

降
ろ
し
、
作
業
場
と
な
る
浦
町
会
館
一
階
へ
運
搬
す
る
。
そ
こ
で
昨
年
の
紙
を
き
れ

い
に
剥
が
し
て
、
骨
組
だ
け
に
す
る
。
引
き
合
い
で
ゆ
が
ん
だ
と
こ
ろ
、
壊
れ
た
と

こ
ろ
の
骨
組
み
を
直
す
際
、
新
た
な
意
匠
に
基
づ
き
作
り
変
え
る
こ
と
も
あ
る
（
写

真
９
８
）
。

竹
は
、
御
蔵
町
の
雅
環
境
造
形
へ
注
文
す
る
。
特
別
細
い
も
の
は
高
岡
江
尻
の��� 配線 �浦町 �

��� 竹細工 �浦町 �
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糊
が
乾
い
た
ら
、
霧
吹
き
を
し
て
そ
の
ま
ま
の
状
態
を
保
つ
。
乾
燥
す
れ
ば
和
紙
は

ピ
ン
と
張
る
。
紙
貼
り
は
四
月
の
半
ば
ま
で
に
仕
上
げ
る
。

蝋
引
き

蝋
引
き
は
、
型
紙
を
あ
て
て
色
鉛
筆
で
線
を
引
い
た
上
を
、
蝋
を
付
け
た
筆
で

な
ぞ
る
（
写
真
１
０
０
）
。
ベ
テ
ラ
ン
は
何
も
な
い
と
こ
ろ
に
直
接
蝋
を
つ
け
た
筆

で
線
を
書
く
。
蝋
は
、
常
に
電
熱
器
や
コ
ン
ロ
で
加
熱
し
て
溶
か
し
な
が
ら
描
く
。

あ
る
程
度
の
絵
心
の
あ
る
人
で
な
い
と
難
し
い
作
業
な
の
で
、
昭
和
三
〇
～
四
〇

年
頃
は
蝋
引
き
の
担
当
は
決
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
現
在
は
、
新
任
の
若
衆
か
ら
ま
っ

す
ぐ
な
線
を
描
け
る
人
が
蝋
引
き
の
作
業
担
当
と
な
る
。
ま
ず
縁
取
り
か
ら
始
め
、

桝
の
よ
う
な
方
形
＝
直
線
＝
の
み
を
担
当
す
る
者
、
ベ
テ
ラ
ン
の
助
手
な
ど
を
つ
と

め
、
徐
々
に
高
度
な
技
能
を
学
ん
で
い
く
。
蝋
は
木
澤
薬
局
か
ら
購
入
し
て
い
る
。

色
塗
り

浦
町
は
紅
入
れ
と
は
言
わ
ず
、
色
塗
り
と
呼
称
す
る
（
写
真
１
０
１
）
。
和
紙
に

商
店
に
注
文
す
る
。
か
つ
て
は
前
年
の
年
末
に
安
居
の
山
へ
取
り
に
行
っ
て
、
円
成

寺
の
床
下
へ
入
れ
て
乾
燥
さ
せ
て
い
た
と
い
う
。

浦
町
の
山
車
は
、
大
行
燈
は
御
所
車
、
中
行
燈
は
宝
船
な
ど
で
あ
る
が
、
い
ず

れ
も
形
を
出
す
の
は
ベ
テ
ラ
ン
の
一
人
で
、
若
衆
が
そ
の
作
業
を
補
佐
す
る
。
御
所

車
の
車
輪
の
部
分
は
毎
年
必
ず
壊
れ
る
の
で
、
新
人
の
若
衆
の
練
習
台
と
な
り
、
竹

の
曲
げ
方
や
番
線
の
縛
り
方
な
ど
を
学
ぶ
。

竹
細
工
の
基
本
作
業
は
、
一
、
竹
割
を
使
用
し
て
、
孟
宗
竹
を
割
る
、
二
、
小

刀
で
身
を
そ
ぐ
、
三
、
小
刀
で
節
を
な
ら
す
、
四
、
曲
線
が
必
要
な
部
分
を
曲
げ
る

と
な
る
。
竹
を
曲
げ
る
方
法
は
、
お
湯
を
沸
か
し
て
湯
に
付
け
る
、
ろ
う
そ
く
の
火
・

ス
ト
ー
ブ
・
ド
ラ
イ
ヤ
ー
等
で
熱
を
加
え
る
、
丸
い
形
の
コ
ン
パ
ネ
に
這
わ
せ
て
、

バ
ー
ナ
ー
で
熱
風
を
あ
て
る
等
、
様
々
で
あ
り
常
に
試
行
錯
誤
し
て
い
る
。

竹
細
工
を
行
う
と
き
に
、
次
の
工
程
で
あ
る
紙
貼
り
の
こ
と
を
考
え
て
作
業
し

て
い
る
。

配
線

紙
貼
り
の
前
に
配
線
を
完
了
し
、
通
電
し
て
断
線
や
球
切
れ
が
な
い
か
確
認
し

て
お
く
（
写
真
９
９
）
。
電
球
が
つ
か
な
い
も
の
が
あ
れ
ば
取
り
換
え
る
。
全
体
が

き
れ
い
に
見
え
る
よ
う
に
調
整
し
、
影
に
な
る
部
分
は
骨
組
み
の
竹
を
切
る
こ
と
が

あ
る
。

毎
年
二
人
で
担
当
す
る
。
後
継
の
た
め
に
三
、
四
歳
く
ら
い
年
の
離
れ
た
人
を
充

て
る
。

紙
貼
り

材
料
の
紙
は
、
五
箇
山
和
紙
の
里
か
ら
購
入
し
て
い
る
。
和
紙
を
切
る
時
は
、

ハ
サ
ミ
を
用
い
ず
、
水
を
つ
け
た
筆
で
線
を
引
い
て
破
く
。
糊
は
、
以
前
は
障
子
を

貼
る
糊
を
使
用
し
て
い
た
が
、
現
在
は
壁
紙
貼
り
の
糊
を
第
一
交
易
（
株
）
か
ら
購

入
し
て
い
る
。
糊
が
表
面
に
出
て
し
ま
う
と
蝋
が
付
き
に
く
く
な
る
の
で
注
意
す
る
。
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一
九
時
三
〇
分
ご
ろ
か
ら
四
〇
人
前
後
に
な
っ
た
。

作
業
は
、
Ｏ
Ｂ
と
若
衆
が
組
み
、
縄
の
巻
き
方
、
化
粧
ま
わ
し
、
縛
り
目
の
処

理
の
仕
方
な
ど
を
Ｏ
Ｂ
が
若
衆
に
教
え
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。
大
・
中
・
小
三
台

の
行
燈
は
す
べ
て
並
行
し
て
作
業
を
進
め
る
。

台
締
め
は
、
前
に
締
め
た
ワ
イ
ヤ
ー
を
隠
す
よ
う
に
縄
を
締
め
て
ゆ
く
作
業
で

あ
る
。
隠
せ
な
い
と
こ
ろ
は
麻
袋
の
切
れ
端
を
か
ぶ
せ
る
。
縄
を
つ
な
ぐ
と
き
は
見

た
目
に
配
慮
し
裏
側
で
つ
な
ぐ
。
縄
は
あ
ら
か
じ
め
少
々
湿
ら
せ
て
お
く
方
が
き
ち

ん
と
締
め
や
す
い
。
ハ
チ
マ
キ
（
何
回
か
縦
に
ま
い
た
後
、
横
に
巻
く
こ
と
）
の
際

に
は
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
で
縄
二
本
を
ほ
ど
け
な
い
よ
う
に
ま
と
め
て
行
う
。
縄
は
常

に
木
槌
で
た
た
い
て
締
め
る
。
一
人
が
声
を
掛
け
な
が
ら
縄
を
引
っ
張
り
、
も
う
一

人
が
木
槌
で
た
た
く
。
台
締
め
に
欠
か
せ
な
い
の
が
シ
ノ
と
い
う
道
具
で
あ
る
。
先

端
が
尖
っ
た
棒
状
の
道
具
で
、
鉄
線
の
結
束
や
締
め
付
け
に
使
用
さ
れ
る
。
最
後
の

結
び
は
男
結
び
で
あ
る
。
男
結
び
が
で
き
る
人
は
限
ら
れ
て
い
る
。

絵
を
描
く
の
は
「
絵
具
」
で
は
な
く
、
布
を
染
め
る
「
染
料
」
を
使
用
す
る
。
基
本

色
は
赤
、
ボ
カ
（
桃
色
）
、
青
竹
、
青
、
黄
色
、
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
で
あ
る
。
ス
カ
イ
ブ
ル
ー

は
浦
町
独
自
の
も
の
で
、
も
と
北
国
染
工
で
買
っ
て
い
た
が
、
生
産
中
止
と
な
っ
た

の
で
現
在
は
木
澤
薬
局
か
ら
仕
入
れ
て
い
る
。
混
ぜ
て
作
る
色
は
、
緑
は
青
竹
と
黄

色
、
オ
レ
ン
ジ
は
ボ
カ
（
桃
色
）
と
黄
色
な
ど
で
あ
る
。　
　
　

台
締
め

行
燈
の
組
立
に
は
大
量
の
縄
が
必
要
で
あ
る
。
現
在
は
折
橋
商
店
か
ら
購
入
し

て
い
る
。
購
入
時
の
巻
い
た
ま
ま
の
縄
で
は
使
い
に
く
い
の
で
、
作
業
し
や
す
い
よ

う
に
あ
ら
か
じ
め
巻
き
直
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
作
業
を
縄
巻
き
と

呼
ん
で
い
る
（
写
真
１
０
２
）
。
縄
巻
き
は
、
四
月
初
旬
の
日
曜
日
に
実
施
し
、
天

気
が
よ
け
れ
ば
円
成
寺
前
の
公
道
で
行
う
が
、
近
年
は
福
野
中
学
の
ピ
ロ
テ
ィ
を
使

用
し
て
い
る
。
ピ
ロ
テ
ィ
か
ら
真
向
い
の
端
ま
で
、
撚
り
を
戻
し
な
が
ら
縄
を
ま
っ

す
ぐ
に
伸
ば
し
、
一
・
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
長
さ
に
折
り
返
し
た
縄
に
片
側
か
ら
巻

い
て
い
く
。
そ
の
量
は
何
メ
ー
ト
ル
と
長
さ
で
言
わ
ず
重
さ
で
表
し
、
大
行
燈
用
は

七
・
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
二
二
本
用
意
す
る
。
縄
を
ま
く
箇
所
が
一
八
箇
所
あ
り
、
予

備
二
本
を
含
め
る
。
中
行
燈
用
は
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
予
備
二
本
含
め
二
二
本
。
小
行

燈
用
に
一
〇
尋ひ

ろ

を
予
備
二
本
含
め
二
二
本
用
意
す
る
。

四
月
中
旬
の
日
曜
日
、
全
体
裁
許
会
当
日
の
夜
に
浦
町
会
館
で
中
入
り
が
あ
る
。

台
締
め
作
業
に
先
立
っ
て
、
台
、
台
棒
や
横
棒
な
ど
を
保
管
場
所
か
ら
作
業
場

で
あ
る
円
成
寺
境
内
へ
移
動
し
ワ
イ
ヤ
ー
で
締
め
る
。
台
と
台
棒
、
横
棒
の
位
置
決

め
は
台
締
め
の
作
業
の
中
で
も
重
要
な
工
程
で
あ
る
。
ワ
イ
ヤ
ー
締
め
は
、
ほ
ぼ
一

日
要
す
る
作
業
で
あ
り
、
台
締
め
前
の
土
日
に
実
施
す
る
。

台
締
め
は
通
常
四
月
二
九
日
に
実
施
す
る
（
写
真
１
０
３
）
。
日
程
は
回
覧
板
等

で
周
知
す
る
。
通
常
円
成
寺
境
内
で
実
施
す
る
が
、
令
和
五
年�

二
〇
二
三�

は

雨
天
だ
っ
た
の
で
日
の
出
板
金
で
行
っ
た
。
作
業
開
始
時
は
二
〇
数
人
だ
っ
た
が
、
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内
の
Ｏ
Ｂ
や
区
長
な
ど
が
見
学
し
て
い
た
。

レ
ッ
カ
ー
は
、
昭
和
五
八
年�

一
九
八
三�

ご
ろ
か
ら
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

製
作
の
予
算

令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
の
製
作
費
は
二
七
八
万
円
で
あ
っ
た
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
導
入

浦
町
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
て
い
な
い
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
単
価
が
高
く
、
電
球
に
比
べ

発
色
し
す
ぎ
る
と
い
う
理
由
で
、
今
後
も
使
用
す
る
予
定
は
な
い
。
浦
町
の
行
燈
は

蝋
燭
の
明
か
り
の
よ
う
な
き
れ
い
さ
を
目
指
し
て
い
る
。

職
人
の
存
在

行
燈
の
製
作
に
は
特
に
職
人
は
関
わ
っ
て
い
な
い
。

②
夜
高
行
燈
の
意
匠

夜
高
行
燈
の
デ
ザ
イ
ン

現
在
の
行
燈
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
山
車
が
御
所
車
で
、
吊
物
が
火
炎
太
鼓
と
熨
斗

す
べ
て
の
作
業
が
完
了
し
た
の
は
二
三
時
頃
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
浦
町
会
館
で

慰
労
会
が
催
さ
れ
た
。

飾
付
、
組
立

組
立
は
、
通
常
五
月
一
日
の
早
朝
五
時
か
ら
、
円
成
寺
付
近
の
県
道
福
野
城
端
線

で
、
わ
ず
か
に
カ
ー
ブ
し
て
少
し
道
幅
が
広
い
と
こ
ろ
で
行
う
。
円
成
寺
境
内
か
ら

台
、
浦
町
会
館
か
ら
山
車
な
ど
の
部
品
を
運
ぶ
。
現
在
、
組
立
に
は
城
栄
重
機
の
レ
ッ

カ
ー
を
使
用
す
る
（
写
真
１
０
４
）
。
心
木
・
田
楽
・
傘
鉾
・
蜻
蛉
を
一
緒
に
通
し

た
状
態
で
レ
ッ
カ
ー
で
釣
り
上
げ
て
、
台
に
心
木
を
通
す
。
地
面
の
上
に
置
い
て
あ

る
山
車
の
上
に
一
人
、
台
の
上
に
一
人
、
そ
れ
ぞ
れ
命
綱
を
付
け
て
上
る
。
田
楽
の

上
に
二
人
、
控
の
綱
二
人
、
釣
り
上
げ
、
穴
を
合
わ
せ
て
通
す
（
写
真
１
０
５
）
。

こ
こ
で
レ
ッ
カ
ー
の
作
業
は
終
了
。
そ
の
後
、
若
衆
が
御
所
車
の
車
を
付
け
た
。
六

時
三
〇
分
ご
ろ
に
終
了
し
た
。

作
業
は
主
に
若
衆
、
若
衆
Ｏ
Ｂ
、
裁
許
、
裁
許
Ｏ
Ｂ
の
三
〇
人
前
後
で
行
い
、
町
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が
夜
高
保
存
会
長
賞
を
受
賞
し
た
。

笛
は
高
校
生
三
人
が
参
加
し
た
。

④
夜
高
行
燈
の
装
束

若
衆
、
裁
許
と
も
、
股
引
、
腹
掛
け
、
長
い
地
下
足
袋
に
法
被
を
着
用
す
る
。
若

連
中
の
中
で
、
鯉
口
シ
ャ
ツ
を
着
用
す
る
者
も
い
る
。
法
被
の
背
面
に
は
白
抜
き
の

御
幣
に
朱
字
の
「
祭
」
と
染
め
抜
か
れ
て
い
る
（
写
真
１
０
９
）
。
前
面
の
両
襟
部

に
は
「
浦
町
」
の
白
抜
き
文
字
。
裁
許
の
三
人
は
両
襟
に
「
裁
許　

浦
町
」
と
の
文

字
の
法
被
を
着
て
、
腰
帯
を
締
め
る
。
若
衆
頭
は
両
襟
に
「
頭　

浦
町
」
の
法
被
を

着
る
。

裁
許
は
昼
間
で
も
提
灯
を
持
つ
。
提
灯
の
文
字
は
「
浦
町　

山
車　

裁
許
」
と

あ
る�

写
真
１
１
０�

。
も
と
も
と
裁
許
と
は
曳
山
の
裁
許
で
あ
る
。

若
衆
頭
は
拍
子
木
を
打
つ
。

法
被
、
上
着
な
ど
は
二
年
に
一
度
注
文
を
取
っ
て
、
整
え
る
。

で
あ
る
（
写
真
１
０
６
）
。
後
ろ
の
吊
物
の
背
面
に
は
風
神
雷
神
図
が
描
か
れ
て
い

る
。
中
心
の
田
楽
の
四
面
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
神
光
照
天
地
」「
御
神
燈
」「
浦
町
氏
子
」

の
文
字
が
書
か
れ
、
残
り
一
面
に
武
者
絵
が
描
か
れ
る
。
昭
和
五
七
年�

一
八
九
二�

四
月
製
作
で
あ
る
。
吊
物
は
年
に
よ
っ
て
図
柄
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
最
近

は
火
炎
太
鼓
と
熨
斗
で
定
着
し
て
い
る
。
山
車
は
か
つ
て
花
車
や
四
十
八
歌
仙
が
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

③
夜
高
太
鼓
、
笛
、
夜
高
節

夜
高
太
鼓
と
笛
の
練
習
は
、
令
和
五
年�

二
〇
二
三�

は
四
月
一
五
日
か
ら
始

ま
っ
た
。
時
間
は
一
九
時
三
〇
分
か
ら
で
、
場
所
は
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
あ
る

（
写
真
１
０
７
）
。
指
導
者
は
過
去
の
太
鼓
競
演
会
経
験
者
の
七
〇
代
、
五
〇
代
後
半

の
四
人
で
あ
る
。
う
ち
七
〇
代
の
男
性
は
、
夜
高
太
鼓
の
第
一
人
者
と
な
っ
て
い
る
。

参
加
者
は
子
ど
も
一
〇
人
前
後
で
女
の
子
の
方
が
多
い
。
初
心
者
は
タ
イ
ヤ
で
練
習

し
て
い
る
。
高
学
年
・
中
学
年
・
低
学
年
・
兄
弟
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
ペ
ア
を
組
ん
で

練
習
し
て
い
る
。

夜
高
節
の
練
習
は
、
令
和
五
年
は
四
月
二
三
日
九
～
一
〇
時
で
、
場
所
は
浦
町

会
館
で
あ
っ
た
（
写
真
１
０
８
）
。
指
導
者
は
、
裁
許
Ｏ
Ｂ
の
中
か
ら
歌
の
責
任
者

一
人
と
若
衆
か
ら
子
ど
も
担
当
者
一
人
で
あ
っ
た
。
参
加
者
は
子
ど
も
六
人
（
小
学

三
・
四
年
生
各
二
人
、
五
・
六
年
生
各
一
人
）
と
そ
の
父
母
四
人
で
あ
る
。

指
導
者
が
、
福
野
町
お
よ
び
夜
高
行
燈
の
始
ま
り
な
ど
歴
史
を
教
え
た
あ
と
、
夜

高
節
の
歌
詞
の
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
一
緒
に
歌
っ
た
。
拍
子
木
も
叩
い
て
、
和
気
あ

い
あ
い
と
進
ん
だ
。

子
供
夜
高
太
鼓
競
演
会

令
和
五
年
の
子
供
夜
高
太
鼓
競
演
会
は
四
月
二
十
九
日
の
一
三
時
三
〇
分
か
ら

ア
ミ
ュ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
小
学
生
低
学
年
の
部
、
小
学
生
高
学
年
の
部
、
中

学
生
の
部
、
そ
ろ
い
打
ち
の
部
に
八
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
中
学
生
の
二
人
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本
目
の
左
右
）
に
塩
を
三
角
に
盛
る
。
そ
れ
に
二
人
の
若
衆
（
昨
年
と
本
年
の
頭
）

が
一
升
瓶
の
酒
を
注
ぐ
。
そ
の
後
、
裁
許
長
が
一
升
瓶
を
直
で
飲
み
、
他
の
裁
許
の

二
人
に
回
す
。
そ
の
後
整
列
し
て
い
る
氏
子
に
順
次
回
す
。

出
陣
式
が
終
了
す
る
と
行
燈
に
向
か
っ
て
今
年
の
頭
、
そ
の
後
ろ
に
副
頭
が
並

び
、
二
人
と
も
一
度
し
ゃ
が
ん
で
「
ノ
ー
ノ
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
拍
子
木
を
た
た

き
、
行
燈
を
出
す
。

練
り
廻
し
の
形
態

先
頭
に
裁
許
長
を
真
ん
中
に
し
た
三
人
の
裁
許
が
横
に
並
び
、
若
衆
副
頭
、
頭

の
順
と
続
く
。
行
燈
の
左
右
に
は
昨
年
の
頭
と
副
頭
が
つ
く
。
若
衆
頭
は
、
常
に
行

燈
に
向
か
い
進
行
方
向
を
背
に
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
副
頭
が
行
燈
の
前
後
左
右
を

移
動
し
て
状
況
を
確
認
し
、
若
衆
頭
に
情
報
を
伝
え
る
。
若
衆
頭
は
副
頭
の
情
報
に

基
づ
き
、
拍
子
木
を
叩
い
て
大
声
で
夜
高
節
を
リ
ー
ド
す
る
（
写
真
１
１
２
）
。

行
燈
の
人
員
配
置
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
前
の
横
棒
に
四
人
、
肩
の
高
さ

⑤
エ
ン
リ
ョ

親
、
配
偶
者
、
同
居
の
親
族
な
ど
が
死
亡
し
た
場
合
、
エ
ン
リ
ョ
と
な
る
。
エ

ン
リ
ョ
と
な
る
と
、
一
年
間
は
夜
高
行
事
に
携
わ
る
こ
と
が
大
き
く
制
限
さ
れ
る
。

行
燈
に
は
触
れ
ず
、
製
作
に
加
わ
れ
な
い
う
え
、
製
作
の
場
へ
足
を
踏
み
入
れ
る
こ

と
も
エ
ン
リ
ョ
す
る
。
ま
た
、
法
被
を
着
な
い
、
福
野
神
明
社
の
社
殿
へ
は
近
づ
か

な
い
、
鳥
居
は
く
ぐ
ら
な
い
、
夜
高
行
事
の
ポ
ス
タ
ー
を
家
の
前
に
貼
ら
な
い
な
ど

の
制
限
が
あ
る
。
万
事
目
立
つ
こ
と
は
控
え
る
よ
う
に
す
る
。

⑥
夜
高
行
燈
の
練
り
廻
し

出
陣
式

出
陣
式
は
浦
町
会
館
の
近
く
、
仲
村
歯
科
医
院
前
で
行
わ
れ
る
（
写
真
１
１
１
）
。

行
燈
を
挟
ん
で
氏
子
が
二
列
に
整
列
す
る
。
裁
許
三
人
が
行
燈
の
前
に
並
び
、
そ
れ

ぞ
れ
の
提
灯
を
地
面
に
置
く
。
そ
の
前
に
は
二
本
の
酒
が
置
か
れ
て
い
る
。
裁
許
長

が
挨
拶
す
る
。
行
燈
の
一
二
か
所
（
横
棒
一
本
目
の
左
右
、
台
の
上
下
四
か
所
、
九���� 提灯 �浦町 �

���� 夜高装束 �浦町 �

���� 出陣式 �浦町 �

���� 行燈の練り廻し �浦町 �
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図 ��� 浦町行燈練り廻しル࣮ト�� 日目
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手
一
礼
す
る
。
そ
の
後
裁
許
三
人
は
橋
を
渡
っ
て
戻
り
、
回
れ
右
を
し
て
（
宮
を
背

に
し
て
）
行
燈
の
方
を
向
き
、
若
衆
か
ら
渡
さ
れ
た
一
升
瓶
を
口
に
し
て
そ
の
ま
ま

呑
む
。
裁
許
長
か
ら
順
に
副
裁
許
長
二
人
が
呑
ん
だ
後
、
行
燈
の
左
右
に
並
ぶ
他
の

氏
子
も
順
に
一
升
瓶
か
ら
酒
を
呑
む
。

終
了
す
る
と
、
浦
町
若
頭
の
「
出
す
ぞ
ー
」
と
の
掛
け
声
の
あ
と
、
そ
れ
ま
で

待
機
し
て
い
た
辰
巳
町
の
行
燈
が
出
発
す
る
。
辰
巳
町
の
行
燈
に
続
い
て
浦
町
行
燈

も
方
向
転
換
し
て
宮
を
出
る
。

行
燈
の
練
り
廻
し
ル
ー
ト

令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
の
練
り
廻
し
ル
ー
ト
図

宮
の
参
道
を
出
る
と
右
へ
折
れ
て
横
町
通
り
を
進
む
。
に
わ
呉
服
店
で
引
き
返

し
、
横
町
通
り
を
四
つ
角
方
向
へ
戻
る
。
四
つ
角
で
右
折
し
、
旧
森
田
書
店
で
左
折

し
て
新
町
通
り
を
進
む
。
石
田
電
機
の
踏
切
で
折
り
返
し
新
町
通
り
を
戻
り
、
次
に

上
町
通
り
、
七
津
屋
通
り
を
進
む
。
踏
切
手
前
の
旧
河
合
た
ば
こ
店
で
左
折
、
砺
波

が
一
定
に
な
る
よ
う
な
背
の
高
さ
が
同
じ
よ
う
な
四
人
が
並
ぶ
。
左
右
に
そ
れ
ぞ
れ

五
～
六
人
が
つ
く
。
後
方
の
横
棒
に
は
五
人
。
左
右
に
拍
子
木
を
持
っ
た
若
頭
が
そ

れ
ぞ
れ
一
人
ず
つ
つ
く
。
頭
が
歌
い
始
め
る
夜
高
節
の
歌
詞
を
後
方
の
若
衆
へ
伝
達

す
る
た
め
、
常
に
前
と
後
ろ
を
走
り
回
る
。
台
の
上
に
は
、
前
に
二
人
、
後
ろ
に
一

人
が
拍
子
木
を
打
つ
。
山
車
の
上
に
も
前
後
に
一
人
ず
つ
登
っ
て
い
る
。
電
柱
に
ぶ

つ
か
ら
な
い
よ
う
に
、
電
線
を
引
っ
か
け
な
い
よ
う
に
、
山
車
の
方
向
を
変
え
た
り
、

傾
け
た
り
す
る
。
こ
れ
ら
は
若
衆
に
入
っ
て
二
～
三
年
の
若
者
が
担
当
す
る
。
行
燈

の
最
後
部
に
は
二
人
が
座
っ
て
乗
り
、
重
り
の
役
を
担
う
。

辰
巳
町
と
の
出
会
い

出
陣
式
を
終
え
る
と
七
町
の
集
合
場
所
で
あ
る
四
つ
角
へ
向
か
う
が
、
そ
の
前

に
浦
町
の
行
燈
は
、
辰
巳
町
と
の
町
境
の
三
叉
路
で
辰
巳
町
の
行
燈
と
出
会
い
、
二

町
が
そ
ろ
っ
て
四
つ
角
へ
向
か
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
浦
町
と
辰
巳
町
の
行
燈
が

三
叉
路
に
到
着
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
裁
許
三
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
提
灯
を
地
面

に
置
き
、
辰
巳
町
の
裁
許
が
浦
町
の
裁
許
の
前
に
来
て
挨
拶
を
す
る
。
挨
拶
を
す
る

と
き
は
提
灯
を
持
ち
上
げ
る
。
挨
拶
が
終
了
す
る
と
、
辰
巳
町
の
行
燈
が
先
導
し
て

四
つ
角
へ
向
か
う
。
四
つ
角
へ
到
着
す
る
と
当
番
裁
許
の
挨
拶
を
受
け
る
。
他
町
が

そ
ろ
う
ま
で
所
定
の
位
置
で
待
機
す
る
。

宮
参
り

当
番
町
の
案
内
に
よ
り
四
つ
角
を
出
発
し
て
宮
へ
向
か
う
。

三
人
の
裁
許
が
鳥
居
の
前
に
並
ん
で
整
列
す
る
（
写
真
１
１
３
）
。
後
方
に
行
燈

が
位
置
し
、
行
燈
の
左
右
に
氏
子
が
整
列
す
る
。
裁
許
三
人
は
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
橋

を
渡
り
、
手
に
し
て
い
た
提
灯
を
各
自
の
前
に
置
く
。
裁
許
の
後
ろ
に
並
ん
だ
若
衆

二
人
が
一
升
瓶
を
そ
れ
ぞ
れ
一
本
ず
つ
持
っ
て
出
て
裁
許
の
前
に
置
く
。
続
い
て
若

衆
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
一
升
瓶
の
栓
を
抜
き
、
裁
許
前
の
地
面
に
酒
で
線
を
引
く
。

裁
許
三
人
が
二
礼
二
拍
手
一
礼
し
、
同
時
に
後
ろ
に
並
ん
だ
氏
子
た
ち
も
二
礼
二
拍

���� 宮参り �浦町 �

���� 七津屋との引き合い �浦町 �



- 154 -

由
気
ま
ま
に
思
い
っ
き
り
太
鼓
を
た
た
い
て
い
る
。

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
（
辰
巳
町
と
の
）

浦
町
通
り
と
辰
巳
町
通
り
の
三
叉
路
で
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
裁
許
三
人
が
対
面
し

て
並
ぶ
（
写
真
１
１
５
）
。
そ
の
前
に
は
酒
二
本
。
両
町
の
若
衆
が
酒
で
円
を
描
く
。

湯
の
み
茶
碗
を
若
衆
の
一
人
が
裁
許
に
渡
し
、
酒
を
注
ぐ
。
浦
町
裁
許
長
が
挨
拶
し

た
あ
と
辰
巳
町
裁
許
長
も
挨
拶
を
す
る
。
そ
の
後
そ
ろ
っ
て
酒
を
の
む
。
拍
子
木
で

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
を
し
、
終
了
と
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
町
へ
帰
る
。

⑦
夜
高
行
燈
の
解
体

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
に
参
加
し
な
い
人
た
ち
で
行
燈
の
解
体
を
行
う
（
写
真
１
１
６
）
。

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
が
終
わ
っ
て
裁
許
が
帰
っ
て
く
る
ま
で
に
、
行
燈
を
お
お
ま
か
に
片

付
け
、
道
路
も
掃
除
し
て
お
く
。

車
輪
を
ぬ
い
で
バ
ッ
テ
リ
ー
を
取
り
出
し
、
河
原
電
機
へ
渡
す
。
吊
物
、
山
車
（
御

所
車
）
、
田
楽
、
心
木
な
ど
を
は
ず
し
、
行
燈
小
屋
へ
運
び
込
み
所
定
の
場
所
へ
納

信
用
金
庫
前
を
通
っ
て
再
び
上
町
通
り
で
右
折
し
て
所
定
の
場
所
へ
向
か
う
。

待
機
場
所

裁
許
が
裁
許
会
、
安
全
確
認
を
し
て
い
る
間
、
行
燈
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
サ
ロ
ン

あ
り
か
わ�
旧
有
川
呉
服
店�

の
横
、
イ
ノ
ハ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
前
に
止
ま
り
、
車
輪
を

は
ず
し
て
と
ど
ま
る
。
若
衆
は
円
陣
を
描
い
て
座
り
、
一
升
瓶
を
回
し
飲
み
し
、
拍

子
木
を
打
ち
な
ら
し
大
声
で
夜
高
節
を
唄
う
。
令
和
七
年
に
は
昨
年
結
婚
し
た
若
衆

に
酒
を
頭
か
ら
浴
び
せ
る
と
い
う
温
か
い
祝
福
が
行
わ
れ
、
非
常
に
盛
り
上
が
っ
て

い
た
。

引
き
合
い

安
全
確
認
終
了
後
、
引
き
合
い
が
始
ま
る
（
写
真
１
１
４
）
。
そ
の
た
め
の
事
前

準
備
を
す
る
。
行
燈
の
上
に
上
っ
て
い
る
人
の
命
綱
の
確
認
を
行
い
、
行
燈
前
面
に

下
げ
ら
れ
て
い
る
紅
白
の
房
や
提
灯
を
は
ず
す
。
紅
白
を
内
側
へ
入
れ
て
し
っ
か
り

縛
る
。
相
手
方
に
引
っ
張
ら
れ
て
、
取
ら
れ
な
い
よ
う
、
破
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
で
あ
る
。
提
灯
は
壊
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
近
く
の
家
に
預
け
る
こ
と

が
あ
る
。
そ
の
場
合
は
翌
日
に
お
礼�

酒
一
升
な
ど�

を
す
る
。

引
き
合
い
は
、
辰
巳
町
・
浦
町
・
横
町
の
行
燈
が
自
町
方
向
（
北
向
き
）
に
停

止
し
て
い
る
横
を
、
自
町
方
向
（
南
方
向
）
へ
向
か
う
上
町
・
七
津
屋
・
新
町
が
通

り
抜
け
る
。
す
れ
違
い
ざ
ま
に
、
お
互
い
の
吊
物
や
山
車
を
壊
し
合
う
。

再
び
練
り
廻
し

引
き
合
い
が
無
事
終
了
す
る
と
、
車
輪
を
入
れ
て
再
び
練
り
廻
し
に
出
発
す
る
。

自
町
へ
帰
る
前
に
御
蔵
町
通
り
を
入
り
福
野
中
学
校
前
で
折
り
返
し
、
田
中
町
を
入

り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
前
で
折
り
返
し
、
辰
巳
町
通
り
を
入
り
広
場
（
天
理
教
分
教
会
前
）
で
折

り
返
し
、
そ
し
て
浦
町
通
り
を
柴
田
医
院
を
過
ぎ
て
折
り
返
す
。

そ
の
ま
ま
解
体
場
所
で
あ
る
円
成
寺
前
の
広
場
（
駐
車
場
）
へ
向
か
う
。

そ
の
間
、
一
足
先
に
戻
っ
て
い
る
太
鼓
隊
は
最
後
の
名
残
に
浦
町
会
館
前
で
自

���� 当番裁許シࣕンシࣕン �浦町 �

���� 行燈の解体 �浦町 �
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め
る
。
台
の
縄
、
ワ
イ
ヤ
ー
を
は
ず
し
解
体
し
て
円
成
寺
床
下
へ
納
め
る
。
こ
れ
ら

の
作
業
は
次
々
と
手
際
よ
く
行
わ
れ
る
。

解
体
後
、
浦
町
会
館
で
慰
労
会
を
行
う
。
若
衆
の
担
当
者
が
盛
り
皿
、
酒
な
ど

の
用
意
を
し
、
裁
許
等
が
戻
っ
て
き
た
ら
、
慰
労
会
を
始
め
る
。
区
長
、
町
内
の
年

配
者
、
Ｏ
Ｂ
が
次
々
に
解
散
す
る
中
、
若
衆
が
最
後
ま
で
残
る
。

⑧
チ
ビ
・
小
・
中
行
燈

大
行
燈
は
高
校
生
以
上
の
大
人
、
中
行
燈
は
中
学
生
と
小
学
生
、
小
学
校
低
学

年
の
子
た
ち
や
保
育
園
児
・
幼
児
な
ど
は
中
行
燈
に
つ
な
い
だ
縄
に
つ
な
が
る
。

以
前
は
、
大
行
燈
の
他
チ
ビ
・
小
・
中
行
燈
の
全
四
本
の
行
燈
を
作
っ
て
い
た
が
、

平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
に
チ
ビ
行
燈
を
や
め
、
令
和
六
年�

二
〇
二
四�

か
ら

小
行
燈
も
や
め
る
こ
と
に
な
り
、
大
中
の
二
本
に
な
っ
た
。
少
子
化
の
た
め
で
あ
る
。

浦
町
の
狭
い
通
り
の
中
に
は
、
小
行
燈
で
あ
れ
ば
練
り
廻
せ
る
が
、
中
行
燈
で

は
通
る
の
が
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
令
和
六
年
は
、
中
行
燈
で
狭
い
通
り
を
通
れ

る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
斜
め
に
設
置
し
て
い
た
山
車
の
宝
船
の
宝
を
直
立
さ
せ
た
。

浦
町
住
民
の
寄
付
に
よ
り
行
燈
が
製
作
で
き
る
こ
と
か
ら
、
練
り
廻
し
す
る
こ
と
は

お
披
露
目
の
意
味
が
あ
る
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
通
り
を
練
り
廻
す
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。

第
五
項　

辰
巳
町

（
一
）
辰
巳
町
の
概
要

辰
巳
町
は
、
南
砺
市
福
野
の
北
東
部
に
位
置
し
、
現
在
の
住
居
表
示
で
は
福
野

お
よ
び
苗
島
の
一
部
に
あ
た
り
、
行
政
区
で
は
五
区
に
該
当
す
る
。
北
は
松
原
及
び

松
原
新
、
西
は
百
町
に
接
し
て
お
り
、
夜
高
行
事
に
関
わ
る
町
で
は
、
西
は
浦
町
、

南
は
御
蔵
町
と
接
し
て
い
る
。
古
く
は
下
町
新
道
と
呼
ば
れ
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）

に
は
辰
巳
新
道
、
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
に
は
辰
巳
町
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
辰

巳
町
は
浦
町
の
分
家
の
よ
う
な
間
柄
で
あ
る
た
め
、
夜
高
や
曳
山
行
事
の
運
行
で
一

部
連
携
を
図
る
部
分
が
あ
る
。

令
和
六
年
一
一
月
の
世
帯
数
は
八
〇
戸
で
、
地
区
の
大
部
分
は
住
宅
で
、
若
干

田
が
あ
る
。
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
時
の
人
口
は
昭
和
四
五
年
（
一
九
七
〇
）
時

の
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
上
町
、
御
蔵
町
に
次
い
で
三
番
目
に
少
な
い

人
口
と
な
っ
て
い
る
。

���� 辰巳町会館

図 ��� 辰巳町位置図
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夜
高
行
事
運
営
の
中
心
と
な
る
「
辰
巳
町
会
館
」
（
写
真
１
１
７
）
は
、
昭
和

五
九
年�

一
九
八
四�

こ
ろ
の
建
築
で
、
二
階
建
。
行
燈
の
製
作
が
始
ま
る
と
一
階

は
大
行
燈
、
二
階
は
小
行
燈
の
製
作
に
使
わ
れ
る
。
ま
た
、
笛
と
太
鼓
の
練
習
は
福

野
中
学
校
の
ピ
ロ
テ
ィ
が
使
用
さ
れ
る
。
行
燈
の
保
管
は
一
階
が
使
用
さ
れ
る
。
辰

巳
町
会
館
の
建
設
以
前
は
、
尼
寺
の
お
堂
を
使
用
し
て
い
た
。

（
二
）
運
営
組
織

夜
高
行
事
の
運
営
は
「
辰
巳
町
夜
高
保
存
会
」
、
「
辰
巳
町
裁
許
」
、
「
辰
巳
町
若

連
中
」
が
担
う
。

①
辰
巳
町
夜
高
保
存
会

組
織
構
成

辰
巳
町
夜
高
保
存
会
は
、
会
長
一
人
で
組
織
さ
れ
て
い
る
。

辰
巳
町
で
は
、
区
長
が
保
存
会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
区
長

選
考
会
に
よ
っ
て
保
存
会
長
が
決
ま
る
。
区
長
選
考
会
は
、
七
つ
あ
る
班
の
班
長
・

新
班
長
の
計
一
四
人
と
旧
区
長
が
集
ま
っ
て
行
わ
れ
る
。
選
考
の
主
体
と
な
る
の
は

新
班
長
の
七
人
で
あ
り
、
任
命
さ
れ
た
新
区
長
の
受
諾
に
よ
っ
て
区
長
が
決
定
す
る
。

任
期
は
二
年
で
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

役
割

辰
巳
町
夜
高
保
存
会
は
、
夜
高
行
燈
の
製
作
、
練
り
廻
し
の
運
営
と
人
員
確
保
、

保
存
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。

夜
高
行
事
に
関
す
る
役
員
の
役
割
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

会
長

会
を
代
表
し
て
運
営
を
総
括
す
る
。

運
営
経
費

夜
高
行
事
運
営
の
経
費
は
、
町
内
の
負
担
金
、
福
野
夜
高
祭
連
絡
協
議
会
か
ら

の
助
成
金
な
ど
を
財
源
と
し
て
い
る
。

令
和
七
年�

二
〇
二
五�

の
運
営
経
費
で
は
、
収
入
は
二
二
九
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

支
出
は
行
燈
の
製
作
費
、
慰
労
会
な
ど
の
飲
食
費
、
行
事
へ
の
保
険
料
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
。

会
合
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

辰
巳
町
の
夜
高
行
事
に
関
す
る
会
合
は
辰
巳
町
会
館
で
開
催
さ
れ
る
。

ま
ず
、
一
月
に
、
裁
許
選
考
会
を
開
催
し
、
裁
許
が
決
定
さ
れ
る
。
二
月
に
は

公
聴
会
が
開
催
さ
れ
、
前
年
の
裁
許
と
交
代
し
、
祭
礼
全
般
に
関
す
る
予
算
内
容
等

の
発
表
を
し
て
承
認
を
受
け
る
。

②
辰
巳
町
裁
許

辰
巳
町
裁
許
は
、
夜
高
行
燈
の
製
作
、
練
り
廻
し
の
責
任
者
で
あ
る
。
裁
許
長

一
人
、
裁
許
二
人
の
三
人
で
構
成
さ
れ
、
裁
許
選
考
会
で
決
め
ら
れ
る
。
以
前
は
、

任
期
は
二
年
と
決
め
ら
れ
て
い
た
が
、
人
口
減
少
の
影
響
に
よ
っ
て
、
現
在
で
は
二

年
な
い
し
三
年
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
任
期
は
三
人
の
裁
許
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て

決
ま
る
。
身
内
に
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
は
任
期
一
年
で
解
任
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
）
ま
で
は
裁
許
は
二
人
で
あ
っ
た
が
、
翌
年
か
ら
三

人
に
な
っ
た
。
辰
巳
町
以
外
に
居
住
し
て
い
る
人
が
裁
許
を
務
め
る
場
合
も
あ
る
。

裁
許
に
な
る
資
格
と
い
う
も
の
は
な
い
が
、
若
衆
頭
を
経
験
し
て
い
な
い
と
裁
許
に

は
な
れ
な
い
。
裁
許
は
祭
り
の
期
間
中
の
動
き
、
働
き
を
見
て
選
考
さ
れ
る
。

裁
許
会
な
ど
で
は
辰
巳
町
裁
許
は
浦
町
裁
許
と
と
も
に
動
く
。
こ
れ
は
先
述
の

と
お
り
浦
町
の
分
家
に
あ
た
る
か
ら
で
、
浦
町
裁
許
の
立
場
が
上
と
な
っ
て
お
り
、

裁
許
同
士
の
話
し
合
い
で
は
辰
巳
町
裁
許
が
意
見
を
出
し
て
も
通
ら
な
い
。
裁
許
を

務
め
あ
げ
る
と
、
若
連
中
な
ど
か
ら
「
裁
許
」
と
書
か
れ
た
個
人
名
の
入
っ
た
提
灯

が
贈
ら
れ
る
。

裁
許
長
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田
楽
と
傘
鉾
の
組
み
立
て
は
四
月
上
旬
に
行
わ
れ
る
。

田
楽
に
は
電
灯
で
は
な
く
蝋
燭
が
入
っ
て
お
り
、
左
右
と
も
足
場
が
取
り
付
け

ら
れ
て
い
る
。
他
町
の
田
楽
は
足
場
が
片
方
し
か
取
り
付
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が

あ
る
。
田
楽
や
裁
許
が
持
つ
提
灯
の
火
は
、
福
野
神
明
社
の
献
燈
式
か
ら
貰
っ
て
来

た
火
を
使
う
。
移
し
て
き
た
火
は
ラ
ン
タ
ン
に
入
れ
て
置
き
、
そ
こ
か
ら
提
灯
な
ど

に
移
す
。

吊
物
の
裏
側
は
、
以
前
は
蝋
燭
に
火
を
着
け
る
た
め
に
大
き
な
穴
を
開
け
て
い

た
が
、
現
在
は
電
灯
の
配
線
を
通
す
た
め
の
小
さ
な
穴
が
開
い
て
い
る
。
裏
側
に
は

若
衆
頭
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
る
。
傘
鉾
は
正
面
を
向
く
よ
う
配
置
す
る
。

竹
細
工

竹
は
修
理
箇
所
を
確
認
し
、
破
損
の
度
合
い
に
よ
っ
て
必
要
数
量
を
決
め
る
（
写

真
１
１
８
）
。
行
燈
に
使
用
さ
れ
る
竹
は
、
曲
げ
や
す
い
マ
ダ
ケ
で
あ
る
。
以
前
は

安
居
寺
か
ら
竹
を
も
ら
っ
て
き
て
い
た
が
、
現
在
で
は
、
雅
環
境
造
形
か
ら
購
入
し

夜
高
行
燈
の
製
作
、
練
り
廻
し
の
全
般
に
わ
た
る
総
責
任
者
で
あ
る
。

裁
許

裁
許
長
の
補
佐
を
行
う
。

③
辰
巳
町
若
連
中

辰
巳
町
若
連
中
は
、
決
め
ら
れ
た
日
程
に
沿
っ
て
行
燈
の
製
作
を
行
い
、
行
燈

の
曳
き
手
を
担
当
す
る
。
頭
の
命
令
に
応
じ
て
、
祭
礼
の
準
備
と
祭
礼
を
円
滑
に
進

め
る
。
個
人
ご
と
の
役
割
分
担
な
ど
は
な
く
、
そ
の
場
で
頭
の
命
令
に
従
う
。
若
連

中
は
高
校
卒
業
後
に
加
入
す
る
二
五
歳
前
後
ま
で
の
者
で
あ
る
。
令
和
六
年
は
一
〇

人
前
後
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
活
動
し
て
い
る
の
は
五
、
六
人
で
あ
る
。
若
連

中
の
リ
ー
ダ
ー
は
「
ワ
カ
ガ
シ
ラ
」
「
カ
シ
ラ
」
と
呼
ば
れ
、
一
人
が
選
ば
れ
る
。

二
五
歳
前
後
の
年
齢
で
務
め
る
。
副
頭
も
一
人
選
ば
れ
る
。
副
頭
は
若
頭
よ
り
も
少

し
下
の
年
齢
か
ら
選
ば
れ
る
。
来
年
に
頭
を
す
る
人
を
副
頭
と
呼
び
、
頭
の
練
習
と

い
う
意
味
も
あ
る
。

若
頭
を
務
め
て
い
る
者
が
次
の
頭
を
指
名
し
て
若
頭
に
な
り
、
祭
り
の
期
間
中

の
動
き
、
働
き
を
見
て
決
め
る
。

若
頭

辰
巳
町
若
連
中
を
ま
と
め
た
り
、
裁
許
か
ら
の
連
絡
を
広
め
た
り
す
る
。
行
燈

製
作
の
予
算
を
立
て
、
若
連
中
の
代
表
と
し
て
、
裁
許
と
と
も
に
区
長
に
承
認
を
得

る
。
行
燈
製
作
の
日
程
表
を
作
成
し
た
り
、
台
締
め
や
行
燈
作
成
な
ど
の
際
に
若
連

中
の
人
々
へ
即
興
的
に
指
示
を
出
し
た
り
す
る
。

（
三
）
行
事
の
現
状

①
夜
高
行
燈
の
製
作

製
作
工
程

製
作
は
公
聴
会
後
に
作
り
始
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
そ
れ
以
前
か

ら
開
始
さ
れ
て
い
る
。
製
作
は
若
連
中
が
中
心
と
な
る
が
、
保
存
会
Ｏ
Ｂ
も
手
伝
う
。

���� 竹細工 �辰巳町 �

���� 配線 �辰巳町 �
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蝋
引
き

紙
に
は
型
紙
を
使
っ
て
模
様
を
描
く
（
写
真
１
２
０
）
。
こ
れ
ま
で
作
ら
れ
た
型

紙
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
用
い
て
描
く
。
型
紙
は
会
館
の
フ
ァ
イ
ル
に
入
っ
て
い

る
。蝋

引
き
を
し
て
い
る
と
き
に
後
ろ
を
通
る
と
ミ
ス
を
誘
発
す
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
一
声
か
け
る
な
ど
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
蝋
に
つ
い
て
、
木
蝋
は
時
間
経
過
と

と
も
に
茶
色
に
な
り
、
筆
が
重
く
な
る
。
パ
ラ
フ
ィ
ン
は
色
が
変
わ
ら
ず
、
サ
ラ
サ

ラ
に
近
い
も
の
で
あ
る
が
カ
ス
レ
が
出
や
す
い
。
花
び
ら
を
描
く
時
に
は
木
蝋
の
方

が
良
い
と
い
う
。
花
を
描
く
時
に
は
筆
の
強
弱
で
立
体
感
を
出
し
、
さ
ら
に
紅
入
れ

を
す
る
時
に
水
で
ぼ
か
し
て
い
く
と
濃
淡
が
出
来
て
立
体
感
が
出
る
と
い
う
。
蜜
蠟

も
使
う
こ
と
が
あ
り
、
小
行
燈
に
使
っ
て
い
る
。
蝋
は
以
前
か
ら
、
木
澤
薬
局
が
問

屋
に
発
注
し
た
も
の
を
購
入
し
て
い
る
。

紅
入
れ

て
い
る
。

配
線

配
線
は
、
電
球
の
交
換
や
配
線
の
位
置
変
更
な
ど
を
行
う
（
写
真
１
１
９
）
。
そ

の
際
は
極
性
の
確
認
を
必
ず
行
い
、
電
灯
に
は
シ
ョ
ー
ト
対
策
の
た
め
赤
色
の
絶
縁

テ
ー
プ
を
巻
く
。

電
球
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変
更
す
る
に
あ
た
っ
て
は
一
年
ほ
ど
か
け
、
ど
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

す
る
か
、
何
種
類
か
検
討
し
た
結
果
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
予
算
も

組
み
、
メ
ー
カ
ー
と
も
相
談
し
な
が
ら
選
ん
だ
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
と
バ
ッ
テ
リ
ー
の
数
も
少
な
く
て
済
む
た
め
、
行
燈
全
体
の
重

量
は
軽
く
な
る
と
い
う
利
点
も
あ
る
。
し
か
し
、
土
台
と
な
る
台
部
分
の
重
量
が
軽

く
な
り
、
行
燈
自
体
が
倒
れ
や
す
く
な
る
懸
念
が
出
て
き
た
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
た
め
に
砂
を
入
れ
た
袋
を
置
く
な
ど
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
の
配
置
は
、
ま
だ
試
行
錯
誤
の
段
階
で
あ
り
、
現
在
で
も
ど
の
よ

う
に
見
え
る
か
、ど
の
よ
う
な
明
る
さ
が
良
い
か
な
ど
検
討
し
な
が
ら
や
っ
て
い
る
。

紙
貼
り

紙
は
下
か
ら
順
に
枠
ご
と
に
貼
る
。
上
か
ら
下
に
貼
る
と
全
体
に
剥
が
れ
て
い

く
た
め
、
そ
れ
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
る
。
紙
の
表
裏
を
確
認
し
て
狭
い
箇
所
や
手

の
入
り
に
く
い
箇
所
か
ら
貼
る
。
和
紙
を
切
る
と
き
は
水
筆
で
水
を
塗
っ
て
切
り
、

余
り
部
分
は
竹
の
裏
に
折
り
込
む
よ
う
に
す
る
。
行
燈
用
の
和
紙
は
、
道
の
駅
た
い

ら
五
箇
山
和
紙
の
里
で
購
入
し
て
い
る
。
以
前
は
高
岡
市
に
あ
る
三
村
半
七
商
店
で

購
入
し
て
い
た
。
さ
ら
に
そ
れ
以
前
は
福
野
横
町
に
あ
る
岡
田
表
具
店
で
購
入
し
て

い
た
。

田
楽
用
の
大
奉
書
は
、
行
燈
用
の
和
紙
と
同
じ
と
こ
ろ
か
ら
購
入
し
て
い
る
。
た

だ
近
年
、
田
楽
に
貼
ら
れ
る
大
奉
書
が
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
は
購
入
し
な
く
な
っ
て
い
る
。

���� 蝋引き �辰巳町 �

���� 紅入れ �辰巳町 �
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ま
た
、
小
行
燈
の
台
締
め
も
行
わ
れ
る
。
大
行
燈
は
若
連
中
を
中
心
に
比
較
的

若
い
年
齢
の
者
が
、
年
上
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
行
う
。
若
連
中
は
記
録
の
た
め
、

静
止
画
や
動
画
を
撮
影
し
て
い
る
。
小
行
燈
は
六
〇
代
以
上
の
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ

る
。台

棒
は
番
線
と
ワ
イ
ヤ
ー
や
金
具
で
固
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
更
に
縄
で

縛
り
あ
げ
る
（
写
真
１
２
３
）
。
番
線
や
金
具
を
隠
す
よ
う
に
し
て
縄
を
巻
く
。
台

の
本
体
部
分
に
付
け
ら
れ
た
金
具
に
は
草
鞋
を
使
う
。
縄
を
巻
く
際
に
縄
と
縄
の
間

を
通
す
の
に
衣
服
用
の
ハ
ン
ガ
ー
を
加
工
し
た
「
ハ
ン
ガ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
を

使
っ
て
い
る
。
引
き
合
い
は
進
行
方
向
右
側
が
す
れ
違
う
側
面
に
な
る
た
め
、
右
側

を
頑
丈
に
巻
く
。
番
線
や
金
具
で
固
定
し
て
い
る
た
め
、
縄
は
化
粧
で
あ
る
。

台
締
め
が
終
わ
る
と
台
の
先
に
提
灯
を
付
け
、
仮
設
格
納
庫
に
持
ち
運
ば
れ
る
。

現
在
は
、
辰
巳
町
会
館
へ
入
る
交
差
点
付
近
の
土
地
に
仮
設
小
屋
が
建
て
ら
れ
る
。

足
場
が
組
ま
れ
た
小
屋
で
、
行
燈
の
修
理
な
ど
も
し
や
す
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

紅
入
れ
を
す
る
際
に
は
黄
色
、
桃
色
、
青
、
赤
の
順
で
入
れ
る
（
写
真
１
２
１
）
。

赤
は
最
後
に
入
れ
る
。
赤
が
引
き
立
つ
の
で
、
赤
を
う
ま
く
塗
れ
る
よ
う
に
す
る
。

山
車
な
ど
は
下
か
ら
見
て
き
れ
い
に
見
え
る
よ
う
に
色
を
塗
る
。
上
部
は
適
当

で
も
観
客
か
ら
は
見
え
に
く
い
が
、
下
の
部
分
は
見
え
る
の
で
き
れ
い
に
塗
る
。

小
行
燈
の
紅
入
れ
は
、
四
月
中
頃
に
親
子
を
集
め
て
行
っ
て
い
る
。
染
料
は
以

前
か
ら
、
木
澤
薬
局
が
問
屋
に
発
注
し
た
も
の
を
購
入
し
て
い
る
。

台
締
め

四
月
中
旬
に
台
棒
を
恩
光
寺
か
ら
一
旦
花
島
精
肉
店
付
近
に
出
す
。
同
日
、
縄

巻
き
が
あ
る
。
縄
巻
き
後
の
縄
の
塊
は
ナ
ワ
コ
ロ
や
コ
ロ
と
呼
ば
れ
る
（
写
真

１
２
２
）
。
縄
の
太
さ
に
違
い
が
あ
り
、
コ
ロ
に
は
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
で
印
を
付
け

て
い
る
。
化
粧
縄
の
縄
は
細
い
も
の
で
、
固
定
の
為
と
さ
れ
て
い
る
縄
は
少
し
太
い

も
の
と
な
る
。
縄
を
購
入
す
る
の
は
お
く
む
ら
商
店
か
ら
で
あ
る
が
、
か
つ
て
は
鷹

屋
商
店
で
あ
っ
た
。

四
月
下
旬
、
台
や
台
棒
や
縄
の
ほ
か
、
番
線
カ
ッ
タ
ー
な
ど
の
道
具
を
福
野
中

学
校
の
ピ
ロ
テ
ィ
に
運
び
出
し
、
「
お
清
め
の
儀
」
を
行
う
。

四
月
二
八
日
に
台
締
め
を
行
う
。
台
締
め
は
中
学
校
の
ピ
ロ
テ
ィ
で
行
う
。

一
三
時
ご
ろ
か
ら
皆
が
集
ま
っ
て
台
締
め
の
た
め
の
準
備
を
行
う
が
、
若
連
中

は
そ
れ
よ
り
も
早
く
出
て
き
て
準
備
の
た
め
の
準
備
を
行
う
。
台
棒
を
恩
光
寺
か
ら

運
び
出
し
た
り
す
る
ほ
か
、
軍
手
、
鎌
、
木
槌
、
番
線
や
番
線
カ
ッ
タ
ー
な
ど
の
工

具
や
飲
み
物
な
ど
を
準
備
す
る
。
辰
巳
町
の
台
棒
は
鉄
の
輪
で
締
め
て
あ
る
。
台
棒

は
平
た
い
方
を
下
部
に
し
た
方
が
固
定
し
や
す
い
た
め
、
年
に
よ
っ
て
入
れ
替
わ
っ

た
り
、
向
き
を
変
え
た
り
し
て
お
り
、
年
号
と
番
号
が
書
か
れ
て
い
る
。

一
九
時
か
ら
台
締
め
が
始
ま
り
、
各
戸
か
ら
人
が
出
て
く
る
。
こ
の
時
間
か
ら

は
「
辰
巳
町
」
と
入
っ
た
提
灯
を
出
し
、
ピ
ロ
テ
ィ
―
の
出
入
り
口
に
立
て
て
い
る
。

付
近
に
若
連
中
が
立
ち
、
来
た
人
々
に
軍
手
を
渡
す
。
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組
み
立
て
が
終
わ
る
と
天
候
に
よ
っ
て
は
仮
設
格
納
庫
へ
入
れ
ら
れ
る
。
こ
こ

で
吊
物
が
付
け
ら
れ
、
そ
の
他
微
調
整
を
行
い
、
作
業
が
昼
頃
ま
で
か
か
る
場
合
も

あ
る
。

小
行
燈
も
仮
設
の
小
屋
へ
入
れ
ら
れ
る
。

製
作
の
予
算

令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）
の
製
作
費
は
一
三
三
万
円
で
あ
っ
た
。

②
夜
高
行
燈
の
意
匠

夜
高
行
燈
の
デ
ザ
イ
ン

大
行
燈
は
、
正
面
の
吊
物
に
分
銅
と
天
下
泰
平
と
書
か
れ
た
軍
配
、
後
ろ
の
吊

物
に
巾
着
と
打
出
の
小
槌
と
反
物
と
大
判
小
判
が
飾
ら
れ
る
（
写
真
１
２
６
）
。
山

車
は
、
珊
瑚
、
千
両
箱
、
大
判
、
小
判
、
鯛
、
米
俵
、
小
槌
を
乗
せ
た
宝
船
で
、
宝

船
の
正
面
に
は
紅
白
の
布
が
垂
ら
さ
れ
る
。
二
日
目
の
練
り
廻
し
時
に
は
、
紅
白
の

布
と
小
槌
は
取
り
外
さ
れ
る
。

二
一
時
ご
ろ
に
台
締
め
が
終
わ
る
と
辰
巳
町
会
館
の
二
階
に
集
ま
る
。
公
聴
会

と
違
い
、
床
の
間
に
向
か
っ
て
右
側
の
出
入
り
口
に
近
い
と
こ
ろ
に
裁
許
の
三
人
と

若
衆
頭
が
並
ん
で
座
る
。
床
の
間
側
の
席
に
は
区
の
三
役
が
座
る
ほ
か
、
年
齢
の
高

い
者
が
座
る
。
裁
許
長
と
若
衆
頭
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
乾
杯
す
る
。
そ
の
後
、
オ
ー

ド
ブ
ル
を
食
べ
つ
つ
、
酒
を
飲
む
。

飾
付
、
組
立

五
月
一
日
、
五
時
台
か
ら
準
備
が
始
ま
り
、
六
時
か
ら
行
燈
を
組
み
立
て
る
（
写

真
１
２
４
・
１
２
５
）
。
組
立
に
は
ク
レ
ー
ン
を
使
用
す
る
。
心
木
を
立
て
、
そ
の
後

に
田
楽
、
傘
鉾
、
山
車
と
入
れ
て
い
く
。
吊
物
は
後
か
ら
つ
け
る
。

心
木
に
は
「
正
面
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
組
み
立
て
る
と
そ
の
年
に
よ
っ

て
、
山
車
や
傘
鉾
が
正
面
を
向
か
な
い
よ
う
な
不
具
合
が
あ
る
た
め
、
慎
重
に
入
れ

ら
れ
る
。
心
木
は
立
て
た
後
に
金
具
を
取
り
付
け
て
固
定
す
る
。
台
の
上
と
中
で
固

定
す
る
。
上
に
つ
け
た
金
具
に
田
楽
を
載
せ
る
よ
う
な
形
に
な
る
。
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て
か
ら
練
習
を
始
め
る
。

笛
は
、
昔
か
ら
高
岡
市
福
岡
町
に
あ
る
新
月
乃
笛
と
い
う
メ
ー
カ
ー
に
、
昔
か

ら
の
音
程
と
同
じ
も
の
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
。
し
か
し
現
在
で
は
、
大
國
屋
か

ら
新
月
乃
笛
の
祭
用
の
笛
を
買
う
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
昔
の
笛
の
音
と
違
い
が
生

じ
て
い
る
。

笛
の
所
有
に
つ
い
て
は
、
個
人
で
買
う
人
と
辰
巳
町
に
あ
る
笛
を
使
う
人
に
分

か
れ
る
。

夜
高
節
は
、
上
り
の
曲
、
下
り
の
曲
、
町
流
し
の
曲
、
喧
嘩
の
曲
に
分
け
ら
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
歌
詞
と
曲
調
が
全
く
違
う
。
夜
高
節
の
練
習
な
ど
は
と
く
に
行
わ
れ
て
い

な
い
。

子
供
夜
高
太
鼓
競
演
会

令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）
の
子
供
夜
高
太
鼓
競
演
会
は
、
四
月
二
九
日
の
一
三

時
か
ら
ア
・
ミ
ュ
ー
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
た
。
辰
巳
町
か
ら
の
参
加
者
は
、
小
学
校

小
行
燈
は
、
正
面
の
吊
物
に
チ
ン
タ
マ
ー
ニ
、
後
ろ
の
吊
物
に
松
竹
梅
が
飾
ら

れ
る
。
山
車
は
大
黒
天
を
取
り
付
け
る
。

③
夜
高
太
鼓
、
笛
、
夜
高
節

練
習
は
福
野
中
学
校
の
ピ
ロ
テ
ィ
で
行
わ
れ
る
（
写
真
１
２
７
）
。
四
月
中
旬
か

ら
二
週
間
ほ
ど
日
曜
を
除
い
て
、
競
演
会
の
あ
る
四
月
二
九
日
の
午
前
中
ま
で
練
習

が
あ
る
。
二
九
日
以
外
は
、
夜
に
練
習
を
行
っ
て
い
る
。
裁
許
Ｏ
Ｂ
が
太
鼓
の
世
話

方
と
し
て
二
人
ほ
ど
付
き
、
太
鼓
の
指
導
者
が
子
ど
も
た
ち
に
太
鼓
を
教
え
る
。
本

来
は
練
習
時
に
裁
許
が
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
近
年
は
そ
れ
が
難
し
い
た
め
、

裁
許
Ｏ
Ｂ
が
世
話
方
と
し
て
付
い
て
い
る
。

子
ど
も
太
鼓
が
辰
巳
町
の
町
を
巡
る
行
事
が
行
わ
れ
る
。
令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
一
日
は
、
一
四
時
三
〇
分
か
ら
一
六
時
に
か
け
て
七
・
六
・

五
・
四
班
を
ま
わ
り
（
三
六
軒
）
、
二
日
に
は
、
一
五
時
か
ら
、
一
六
時
三
〇
分
に
か

け
て
三
・
二
・
一
班
（
二
三
軒
）
を
ま
わ
っ
た
。
家
に
不
在
の
場
合
は
子
ど
も
太
鼓
を

披
露
し
な
い
。

子
ど
も
太
鼓
は
、
初
め
に
子
ど
も
太
鼓
の
責
任
者
が
町
内
の
お
宅
に
訪
問
し
て
、

子
ど
も
太
鼓
を
披
露
す
る
こ
と
を
伝
え
、
そ
の
家
の
前
で
太
鼓
を
叩
く
子
ど
も
二
人

が
「
気
を
つ
け
礼
、
お
願
い
し
ま
す
」
と
言
い
、
一
礼
し
て
か
ら
子
ど
も
太
鼓
が
行

わ
れ
る
。
太
鼓
を
叩
き
終
え
た
の
ち
に
祝
儀
を
受
け
取
る
。
例
外
と
し
て
、
太
鼓
の

先
生
の
家
の
み
、
揃
え
打
ち
と
呼
ば
れ
て
い
る
太
鼓
二
台
で
の
子
ど
も
太
鼓
が
行
わ

れ
る
。
貰
っ
た
ご
祝
儀
は
子
ど
も
た
ち
の
お
菓
子
な
ど
の
経
費
に
も
な
る
が
、
太
鼓

の
修
理
代
な
ど
の
維
持
費
の
た
め
に
積
立
て
ら
れ
て
い
る
。

笛
は
、
女
子
が
す
る
割
合
が
高
い
。
太
鼓
と
息
を
合
わ
せ
て
演
奏
す
る
た
め
、
本

当
は
笛
を
し
て
か
ら
太
鼓
を
練
習
す
る
方
が
上
達
し
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

実
際
は
太
鼓
を
し
て
か
ら
笛
の
練
習
に
取
り
掛
か
る
こ
と
が
多
い
。
太
鼓
は
小
学
校

に
入
っ
て
か
ら
練
習
を
始
め
、
笛
を
や
り
た
い
人
は
早
く
て
小
学
校
高
学
年
に
な
っ
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低
学
年
の
部
に
二
組
、
高
学
年
の
部
に
二
組
、
中
学
生
の
部
に
二
組
、
揃
え
打
ち
の

部
門
に
二
組
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
参
加
者
の
兼
任
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
小
・
中
学
生
の
参
加
は
合
計
で
九
人
で
あ
っ
た
。
競
演
会
の
結
果
、

賞
の
獲
得
は
な
か
っ
た
。
子
供
太
鼓
競
演
会
の
笛
は
、
福
野
夜
高
太
鼓
保
存
会
に
任

せ
て
い
る
。

④
夜
高
行
燈
の
装
束

若
連
中
、
裁
許
と
も
、
股
引
、
腹
掛
け
、
長
い
地
下
足
袋
に
法
被
を
着
用
す
る
（
写

真
１
２
８
）
。
法
被
は
、
柄
の
入
っ
た
腰
巻
き
で
締
め
付
け
る
。
若
連
中
の
な
か
で
、

鯉
口
シ
ャ
ツ
や
鉢
巻
き
を
付
け
た
い
人
は
着
用
す
る
。

辰
巳
町
の
法
被
は
紺
色
で
あ
り
、
背
紋
に
白
抜
き
の
辰
巳
町
の
マ
ー
ク
が
染
め

抜
か
れ
て
い
る
。
腰
柄
に
は
、
辰
の
絵
と
辰
巳
町
の
巳
が
書
か
れ
て
い
る
。
裁
許
・

若
連
中
・
頭
・
小
若
連
の
計
四
種
の
法
被
が
あ
り
、
法
被
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
多
少
の

違
い
が
あ
る
。
違
い
が
あ
る
の
は
主
に
両
襟
部
と
左
袖
部
で
あ
る
。
裁
許
の
法
被
は
、

右
襟
部
に
二
本
の
横
線
に
辰
巳
町
、
左
襟
部
に
二
本
の
横
線
と
裁
許
と
書
か
れ
て
い

る
。
若
連
中
の
法
被
は
、
前
面
の
両
襟
部
に
辰
巳
町
と
書
か
れ
て
い
る
。
頭
の
法
被

は
、
右
襟
部
に
辰
巳
町
、
左
襟
部
に
頭
若
連
中
と
書
か
れ
て
い
る
。
右
袖
部
に
は
白

色
の
線
が
入
る
。

小
若
連
の
法
被
は
子
ど
も
が
着
る
法
被
で
あ
り
、
背
面
の
デ
ザ
イ
ン
が
異
な
っ

て
い
る
。
こ
の
法
被
は
紺
色
で
あ
り
、
背
紋
に
赤
で
祭
と
書
い
て
あ
る
。
腰
柄
に
は
、

辰
の
絵
と
辰
巳
町
の
巳
が
書
か
れ
て
い
て
、
右
袖
部
に
辰
巳
町
、
左
袖
部
に
小
若
連

と
書
か
れ
て
い
る
。
基
本
的
に
こ
の
法
被
は
、
現
在
で
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

裁
許
は
昼
間
で
も
提
灯
を
持
つ
。
提
灯
は
「
浦
町
辰
巳
町
山
車
裁
許
」
と
書
か
れ

た
提
灯
と
「
辰
巳
町
裁
許
」
と
書
か
れ
た
提
灯
の
二
種
類
が
あ
る
（
写
真
１
２
９
）
。

そ
れ
ら
裁
許
と
山
車
裁
許
の
提
灯
の
背
面
に
は
浦
町
と
同
様
に
御
幣
が
描
か
れ
て
い

る
。

若
頭
は
拍
子
木
を
持
つ
。

⑤
エ
ン
リ
ョ

親
族
に
死
者
が
出
る
と
祭
り
に
参
加
し
な
い
。
一
年
は
参
加
し
な
い
。

し
か
し
、
全
く
参
加
し
な
い
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
行
燈
に
触
ら
な
い
よ
う
な

と
こ
ろ
で
参
加
す
る
こ
と
が
あ
る
。
辰
巳
町
の
ロ
ゴ
が
入
っ
た
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
て
、

警
備
を
す
る
な
ど
の
よ
う
な
形
で
参
加
す
る
。

令
和
六
年�

二
〇
二
四�

は
、
令
和
五
年
の
裁
許
長
が
エ
ン
リ
ョ
と
な
っ
て
い

た
が
、
警
備
で
一
部
を
手
伝
っ
て
い
た
。

⑥
夜
高
行
燈
の
練
り
廻
し

行
燈
の
練
り
廻
し
ル
ー
ト

五
月
一
日
の
ル
ー
ト
で
は
、
辰
巳
町
を
出
て
四
つ
角
に
向
か
う
。
四
つ
角
で
待

機
し
た
の
ち
に
宮
参
り
に
行
く
た
め
に
横
町
に
入
る
。
宮
参
り
と
横
町
の
練
り
廻
し

が
終
っ
た
の
ち
四
つ
角
へ
戻
る
。
四
つ
角
か
ら
上
町
通
り
を
通
っ
て
新
町
通
り
に
入
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る
福
野
駅
方
面
に
練
り
廻
し
を
し
た
の
ち
行
燈
を
切
り
返
し
、
上
町
に
入
り
猿
ヶ
辻

公
園
ま
で
行
く
。
上
町
通
り
に
戻
り
、
七
津
屋
通
り
を
福
光
方
面
に
進
み
、
福
野
駅

前
の
交
差
点
を
経
由
し
て
上
町
通
り
を
四
つ
角
方
面
へ
戻
る
。
浦
町
方
面
に
進
み
、

御
蔵
町
と
田
中
町
の
練
り
廻
し
を
終
え
て
浦
町
に
入
る
。
浦
町
の
練
り
廻
し
を
終
え

た
の
ち
に
辰
巳
町
の
町
内
曳
き
が
は
じ
ま
り
、
練
り
廻
し
を
終
え
る
。

五
月
二
日
の
ル
ー
ト
は
引
き
合
い
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
一
日
の
ル
ー
ト
の

短
縮
版
で
練
り
廻
し
を
行
う
。
そ
の
た
め
、
辰
巳
町
以
外
の
町
内
の
練
り
廻
し
の
一

部
短
縮
ル
ー
ト
で
練
り
廻
す
。
浦
町
、
田
中
町
に
つ
い
て
は
、
練
り
廻
し
を
行
わ
な
い
。

辰
巳
町
内
を
巡
行
す
る
時
道
幅
が
狭
く
行
燈
が
入
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い

道
で
は
、
そ
の
道
に
向
か
っ
て
、
一
曲
歌
う
。
行
燈
の
車
輪
が
線
路
を
進
め
な
い
た

め
、
線
路
の
先
の
辰
巳
町
内
の
家
に
向
か
っ
て
一
曲
歌
う
。
辰
巳
町
内
に
は
行
燈
が

進
め
な
い
箇
所
が
七
か
所
あ
る
。

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
が
始
ま
る
ま
で
に
行
燈
の
練
り
廻
し
は
終
え
る
。

令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）
の
練
り
廻
し

五
月
一
日

一
八
時
一
五
分
、
出
陣
式
を
終
え
て
出
発
す
る

一
八
時
二
〇
分
、
辰
巳
町
裁
許
が
浦
町
裁
許
と
挨
拶
し
て
合
流
す
る
。

一
八
時
三
五
分
、
辰
巳
町
小
行
燈
が
四
つ
角
か
ら
出
発
す
る
。

一
九
時
三
五
分
、
辰
巳
町
大
行
燈
が
四
つ
角
か
ら
出
発
す
る
。

一
九
時
四
〇
分
、
横
町
に
て
横
町
と
す
れ
違
い
を
行
う
。

一
九
時
四
五
分
、
福
野
神
明
社
に
宮
参
り
を
す
る
。

二
〇
時
二
〇
分
、
横
町
の
端
ま
で
練
り
廻
し
四
つ
角
へ
引
き
返
す
。

二
〇
時
三
〇
分
、
上
町
・
七
ツ
屋
と
横
町
に
て
す
れ
違
い
を
行
う
。

二
〇
時
四
〇
分
、
横
町
の
子
供
行
燈
と
横
町
に
て
す
れ
違
い
を
行
う
。

二
一
時
二
〇
分
、
新
町
の
端
ま
で
練
り
廻
し
、
上
町
の
方
向
へ
向
か
う
。

二
一
時
三
〇
分
、
猿
が
辻
公
園
に
て
引
き
返
す
。

二
一
時
四
〇
分
、
七
津
屋
の
端
を
引
き
返
し
福
野
駅
方
向
へ
向
か
う
。

二
一
時
五
〇
分
、
御
蔵
町
を
通
す
た
め
に
、
ふ
じ
な
が
時
計
金
属
店
前
に
て
待

　
　
　
　
　
　
　
　

機
す
る
。

二
二
時
一
五
分
、
ス
タ
ジ
オ
栄
光
社
横
に
て
待
機
す
る
。

二
三
時
一
〇
分
、
ス
タ
ジ
オ
栄
光
社
横
に
て
上
町
と
す
れ
違
い
を
行
う
。

二
三
時
一
五
分
、
ス
タ
ジ
オ
栄
光
社
横
に
て
七
津
屋
・
新
町
と
す
れ
違
い
を
行

い
、
上
町
通
り
か
ら
出
発
す
る
。

二
三
時
三
〇
分
、
御
蔵
町
の
端
に
て
引
き
返
し
、
出
発
す
る
。

二
三
時
四
〇
分
、
田
中
町
引
き
返
し
、
辰
巳
町
へ
向
か
う
。

二
三
時
五
〇
分
、
国
道
四
七
一
号
に
て
浦
町
を
引
き
返
す
。

二
四
時
〇
五
分
、
相
撲
茶
屋
チ
ャ
ン
コ
亭
前
に
て
浦
町
と
す
れ
違
い
を
行
う
。

二
四
時
四
〇
分
、
辰
巳
町
練
り
廻
し
終
了
。

���� 宮参り �辰巳町 �
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五
月
二
日

一
八
時
一
〇
分
、
出
陣
式
を
終
え
て
出
発
す
る
。

一
八
時
一
八
分
、
辰
巳
町
裁
許
が
浦
町
裁
許
と
挨
拶
し
て
合
流
す
る
。

一
八
時
二
〇
分
、
大
行
燈
四
つ
角
に
到
着
。

一
八
時
五
〇
分
、
辰
巳
町
小
行
燈
が
四
つ
角
か
ら
出
発
す
る
。

二
〇
時
〇
〇
分
、
辰
巳
町
大
行
燈
が
四
つ
角
か
ら
出
発
す
る
。

二
〇
時
二
〇
分
、
福
野
神
明
社
に
宮
参
り
を
す
る
。

二
〇
時
五
〇
分
、
横
町
の
端
ま
で
練
り
廻
し
、
四
つ
角
へ
引
き
返
す
。

二
一
時
二
〇
分
、
新
町
の
端
ま
で
練
り
廻
し
、
上
町
通
り
に
引
き
返
す
。

二
一
時
三
〇
分
、
七
津
屋
に
て
横
町
と
す
れ
違
い
を
行
う
。

二
一
時
三
五
分
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
村
上
前
で
四
つ
角
方
面
に
引
き
返
す
。

二
一
時
四
五
分
、
七
津
屋
通
り
に
て
御
蔵
町
と
す
れ
違
い
を
行
う
。

二
二
時
二
五
分
、
上
町
通
り
に
て
待
機
す
る
。

二
三
時
三
五
分
、
上
町
通
り
に
て
引
き
合
い
開
始
す
る
。

二
四
時
一
〇
分
、
御
蔵
町
の
端
に
て
引
き
返
す
。

二
四
時
三
〇
分
、
浦
町
と
の
別
れ
の
挨
拶
を
し
て
解
散
す
る
。　

　

一
時
○
〇
分
、
辰
巳
町
練
り
廻
し
終
了
。　

出
陣
式

大
行
燈
の
前
に
、
裁
許
長
を
真
ん
中
に
裁
許
が
三
人
並
ぶ
。
そ
の
後
ろ
に
若
頭

と
副
頭
、
三
、
四
列
目
に
若
連
中
、
若
連
中
の
後
ろ
に
は
そ
の
他
の
参
加
者
が
一
列

に
五
人
く
ら
い
で
並
ぶ
。
裁
許
長
の
前
に
は
酒
一
升
瓶
が
置
か
れ
る
。
並
ぶ
と
裁
許

の
一
人
が
司
会
に
な
り
、
出
陣
式
が
始
ま
る
。
司
会
が
大
声
で
進
行
し
、
出
陣
式
を

行
う
（
写
真
１
３
０
）
。

ま
ず
、
裁
許
長
が
一
升
瓶
を
持
っ
て
行
燈
の
台
棒
の
四
か
所
、
台
の
摺
木
の
前

後
四
か
所
に
酒
を
か
け
、
そ
の
後
、
全
員
で
二
礼
二
拍
手
一
礼
す
る
。
終
わ
る
と
若

頭
が
参
列
者
に
「
ど
う
ぞ
」
と
言
い
な
が
ら
酒
を
注
い
で
回
り
、
一
斉
に
乾
杯
を
す

る
。
宮
参
り
で
乾
杯
す
る
際
も
同
様
で
あ
る
。
裁
許
、
若
連
中
に
注
ぎ
、
最
後
に
頭

が
若
連
中
の
人
か
ら
盃
を
受
け
取
り
、
裁
許
長
の
掛
け
声
で
乾
杯
を
す
る
。
乾
杯
す

る
と
き
、
裁
許
は
皆
の
方
を
振
り
向
い
て
行
う
。
そ
の
後
、
裁
許
長
の
挨
拶
が
あ
り
、

そ
れ
が
終
わ
る
と
行
燈
に
向
か
っ
て
一
礼
し
て
式
が
終
了
し
、
出
発
と
な
る
。

浦
町
と
辰
巳
町
の
境
界
で
あ
る
三
叉
路
で
浦
町
の
行
燈
が
来
る
の
を
待
つ
。
そ

の
時
は
裁
許
の
三
人
が
提
灯
を
前
に
置
き
、
立
っ
て
待
つ
。
浦
町
の
行
燈
が
到
着
す

る
と
辰
巳
町
裁
許
が
浦
町
裁
許
と
言
葉
を
交
わ
し
、
辰
巳
町
の
行
燈
が
出
発
す
る
。

辰
巳
町
は
分
家
と
い
う
立
場
の
た
め
、
浦
町
の
行
燈
に
先
立
っ
て
出
発
す
る
。
出
発

後
は
四
つ
角
で
待
機
と
な
る
。

行
燈
の
前
に
太
鼓
と
笛
が
先
導
す
る
。

練
り
廻
し
の
形
態

行
燈
を
引
き
出
す
際
に
は
、
裁
許
が
行
燈
に
向
か
っ
て
出
発
す
る
と
い
う
意
味

の
合
図
で
提
灯
を
掲
げ
る
。
つ
い
で
頭
が
「
出
す
ぞ
」
「
山
車
い
い
か
」
と
声
を
上

げ
出
発
の
確
認
を
と
る
。
そ
れ
に
対
し
て
若
連
中
が
「
は
い
」と
返
事
を
返
し
た
の
ち
、

「
ノ
ー
ノ
」
と
い
う
掛
け
声
と
共
に
拍
子
木
が
鳴
ら
さ
れ
、
囃
子
が
始
ま
り
、
練
り

廻
し
を
開
始
す
る
（
写
真
１
３
１
）
。

練
り
廻
し
中
の
様
子
を
み
る
と
、
ま
ず
提
灯
を
持
っ
た
裁
許
三
人
が
先
頭
を
歩

き
、
行
燈
と
裁
許
の
間
に
は
、
拍
子
木
を
持
っ
た
頭
と
副
頭
が
つ
く
。
副
頭
は
来
年

頭
を
す
る
た
め
の
練
習
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
頭
と
若
連
中
の
連
絡
を
す
る
役
割
が

あ
る
た
め
、
頭
の
前
で
拍
子
木
を
叩
く
。
練
り
廻
し
中
に
頭
は
夜
高
節
の
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
て
拍
子
木
を
叩
き
な
が
ら
安
全
に
練
り
廻
す
た
め
の
指
示
を
出
す
。
拍
子
木

の
リ
ズ
ム
は
行
燈
の
進
む
ス
ピ
ー
ド
を
調
整
し
て
い
る
。

行
燈
の
台
の
上
に
は
、
副
頭
と
は
別
に
、
拍
子
木
を
持
っ
た
人
が
三
人
乗
る
。
基
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ま
で
待
つ
。

休
憩
場
所

休
憩
場
所
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
た
だ
行
燈
の
練
り
廻
し
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

る
よ
う
に
待
機
す
る
時
間
が
自
然
と
休
憩
時
間
と
な
る
。
行
燈
が
待
機
す
る
機
会
と

し
て
は
、
四
つ
角
を
は
じ
め
と
し
て
、
福
野
神
明
社
で
浦
町
が
宮
参
り
し
て
い
る
間
、

横
町
で
他
の
行
燈
と
す
れ
違
う
時
、
上
町
通
り
、
新
町
通
り
で
浦
町
を
待
つ
時
、
七

津
屋
で
の
待
機
時
間
、
引
き
合
い
前
の
待
機
時
間
が
挙
げ
ら
れ
る
。

引
き
合
い
ま
で
の
待
ち
時
間
な
ど
に
若
連
中
が
、
中
心
に
提
灯
を
置
い
て
、
拍

子
木
を
持
っ
て
、
円
形
に
座
る
こ
と
を
円
陣
と
い
う
。
円
陣
で
は
夜
高
節
を
歌
い
な

が
ら
、
一
升
瓶
の
酒
を
回
し
飲
み
す
る
。
盛
り
上
が
っ
て
く
る
と
、
提
灯
を
持
っ
て

歌
っ
た
り
、
二
人
で
肩
を
組
ん
で
歌
い
な
が
ら
円
陣
の
中
を
ス
テ
ッ
プ
し
た
り
、
一

升
瓶
の
酒
を
振
り
ま
き
散
ら
し
た
り
す
る
。

円
陣
を
組
む
の
は
上
町
通
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
行
燈
同
士
の
す
れ
違
い
や
引

き
合
い
を
行
う
た
め
の
安
全
確
認
や
配
置
の
決
定
で
時
間
が
か
か
る
。
そ
の
時
間
に

気
持
ち
を
高
め
る
と
い
う
意
味
も
含
め
て
円
陣
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
時
に
行
燈
の
後

ろ
で
円
陣
を
し
て
し
ま
う
と
浦
町
の
陣
地
で
円
陣
を
組
む
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
た

め
、
必
ず
辰
巳
町
の
行
燈
の
前
で
円
陣
が
行
わ
れ
る
。
な
お
、
円
陣
は
雨
天
の
場
合

で
も
関
係
な
く
行
わ
れ
る
。

引
き
合
い

四
つ
角
に
お
い
て
の
引
き
合
い
の
相
手
は
、
上
り
で
あ
る
上
町
・
七
津
屋
・
新

町
と
な
っ
て
い
る
（
写
真
１
３
３
）
。
辰
巳
町
は
浦
町
・
横
町
と
と
も
に
停
止
し
て

上
り
の
三
町
の
行
燈
を
待
つ
。
通
り
抜
け
る
際
に
引
き
合
い
が
始
ま
り
、
主
に
行
燈

の
吊
物
や
山
車
を
壊
し
あ
う
。
引
き
合
い
の
参
加
者
に
ケ
ガ
人
が
出
た
場
合
は
、
治

療
の
手
当
て
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
救
急
車
の
出
動
要
請
な
ど
自
町
で
速
や
か
に
対

処
す
る
。
ケ
ガ
人
が
出
た
時
の
対
処
は
裁
許
会
で
事
前
に
伝
達
さ
れ
て
い
る
。
辰
巳

本
的
に
前
方
に
二
人
、
後
方
に
一
人
が
配
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
を
動
き
回

り
な
が
ら
、
安
全
確
認
や
行
燈
の
角
度
調
整
を
行
う
。
ま
た
拍
子
木
を
叩
き
な
が
ら

歌
う
こ
と
も
役
割
の
一
つ
で
あ
る
。
前
方
の
台
の
上
の
人
が
歌
う
と
、
四
隅
で
安
全

確
認
を
行
う
若
連
中
を
介
し
て
、
そ
の
歌
が
行
燈
の
後
方
に
い
る
若
連
中
へ
つ
な
が

る
。そ

の
他
、
山
車
の
上
部
に
は
二
人
以
上
の
電
線
係
が
乗
り
込
み
、
行
燈
に
か
か

ら
な
い
よ
う
に
電
線
を
持
ち
上
げ
て
練
り
廻
し
を
補
助
し
て
い
る
。

裁
許
は
基
本
的
に
行
燈
か
ら
離
れ
な
い
。
若
連
中
や
裁
許
Ｏ
Ｂ
な
ど
が
他
の
行

燈
な
ど
の
動
き
を
見
聞
き
し
て
、
裁
許
に
伝
え
る
。
行
燈
か
ら
離
れ
る
場
合
は
、
行

燈
同
士
が
す
れ
違
う
時
、
相
手
先
の
裁
許
の
と
こ
ろ
へ
行
き
、
そ
の
旨
を
説
明
す
る

と
き
や
、
練
り
廻
し
中
の
事
故
が
起
き
た
時
に
当
番
裁
許
へ
報
告
し
に
行
く
と
き
で

あ
る
。

な
お
、
辰
巳
町
の
行
燈
の
後
ろ
に
は
本
家
の
間
柄
で
あ
る
浦
町
の
行
燈
が
練
り

廻
さ
れ
る
。

宮
参
り

福
野
神
明
社
に
着
く
と
裁
許
の
三
人
は
鳥
居
の
前
で
並
ぶ
。
そ
の
後
ろ
に
は
若

衆
が
並
ぶ
（
写
真
１
３
２
）
、
そ
の
他
は
整
列
し
な
い
。
裁
許
長
は
台
部
分
に
酒
を

注
ぐ
。

二
人
ず
つ
五
組
の
若
衆
が
駆
け
足
で
参
道
に
等
間
隔
で
並
び
、
提
灯
を
掲
げ
る
。

そ
の
間
を
若
衆
頭
が
酒
一
升
瓶
を
持
っ
て
、
拝
殿
ま
で
走
っ
て
持
っ
て
い
く
。
戻
っ

て
き
た
若
衆
頭
が
鳥
居
の
下
に
置
か
れ
た
一
升
瓶
の
封
を
開
け
、
そ
の
酒
で
鳥
居
の

下
に
「
の
」
の
字
を
書
く
。

裁
許
長
に
合
わ
せ
て
、
皆
で
二
礼
二
拍
手
一
礼
を
行
い
、
そ
の
後
、
乾
杯
を
す
る
。

乾
杯
に
あ
た
っ
て
は
若
連
中
が
酒
を
注
い
で
ま
わ
る
。
乾
杯
が
終
わ
る
と
、
行
燈
は

横
町
の
山
蔵
前
に
動
か
し
、
浦
町
の
宮
参
り
を
待
ち
、
行
燈
が
動
け
る
よ
う
に
な
る
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の
部
分
と
船
を
外
し
、
傘
鉾
、
田
楽
、
心
木
、
台
棒
の
順
番
で
取
り
外
す
。
台
棒
と

心
木
は
恩
光
寺
で
保
管
す
る
た
め
に
運
び
出
さ
れ
、
そ
の
他
は
辰
巳
町
会
館
で
保
管

す
る
た
め
に
運
び
出
さ
れ
る
。

⑧
チ
ビ
・
小
・
中
行
燈

小
行
燈
は
吊
物
が
田
楽
の
上
に
配
置
さ
れ
、
田
楽
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
昔
の
行
燈
を
意
識
し
て
作
っ
て
い
る
。
近
年
ま
で
は
小
学
一
年
生
か
ら

四
年
生
が
練
り
廻
す
小
行
燈
と
小
学
五
年
生
か
ら
中
学
生
が
練
り
廻
す
中
行
燈
の
練

り
廻
し
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
少
子
化
の
影
響
に
よ
り
、
現
在
で
は
小
行
燈
の
み
が

残
っ
て
い
る
。
練
り
廻
し
時
に
は
、
行
燈
に
長
年
関
わ
っ
た
裁
許
Ｏ
Ｂ
な
ど
が
子
ど

も
た
ち
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
行
燈
に
つ
く
。

五
月
一
日
・
二
日
の
日
中
に
、
小
行
燈
の
展
示
が
辰
巳
町
町
内
で
行
わ
れ
る
。
展

示
さ
れ
る
場
所
は
主
に
決
ま
っ
て
い
な
い
。
い
つ
移
動
さ
せ
る
か
、
ど
こ
に
展
示
さ

せ
る
か
は
、
毎
年
の
頭
が
決
め
る
。
展
示
を
行
う
の
は
行
燈
が
入
っ
て
い
け
な
い
町

町
の
お
酒
を
飲
ん
で
い
な
い
人
が
車
で
病
院
に
送
る
こ
と
が
基
本
と
さ
れ
て
い
る
。

一
日
目
は
特
に
け
し
か
け
た
り
し
な
い
。
二
日
目
は
壊
し
合
う
。
行
燈
が
壊
れ

た
方
が
良
い
と
さ
れ
る
。

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン

五
月
三
日
の
深
夜
一
時
三
〇
分
～
二
時
頃
に
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
を
行
う
（
写
真

１
３
４
）
。
四
つ
角
の
北
側
、
浦
町
・
辰
巳
町
を
背
に
し
て
裁
許
が
並
ぶ
。
そ
の
際

本
家
で
あ
る
浦
町
の
隣
に
並
ぶ
。
辰
巳
町
で
は
裁
許
三
人
が
参
加
す
る
。
当
番
裁
許

の
音
頭
に
よ
り
全
員
で
手
打
ち
を
行
う
。

全
体
の
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
の
他
に
、
浦
町
辰
巳
町
の
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
が
あ
る
。
そ

の
年
の
裁
許
に
よ
っ
て
実
施
す
る
か
し
な
い
か
が
決
め
ら
れ
る
。

令
和
六
年�

二
〇
二
四�

は
全
体
の
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
が
終
了
後
、
浦
町
辰
巳
町

の
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
が
実
施
さ
れ
た
。
全
体
の
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
の
祭
壇
を
そ
の
ま
ま
、

浦
町
と
辰
巳
町
の
境
界
の
三
叉
路
の
中
心
に
置
き
、
祭
壇
の
準
備
が
行
わ
れ
る
。
そ

の
後
、
浦
町
側
に
浦
町
裁
許
、
辰
巳
町
側
に
辰
巳
町
裁
許
、
四
つ
角
側
に
若
連
中
が

立
つ
。
全
体
の
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
同
様
、
浦
町
辰
巳
町
の
若
衆
頭
が
祭
壇
の
周
囲
に
楕

円
形
に
な
る
よ
う
に
酒
で
線
を
引
く
。
そ
の
後
、
若
衆
頭
が
酒
を
副
頭
と
若
連
中
が

茶
碗
と
ス
ル
メ
を
甘
く
味
付
け
し
た
も
の
を
配
る
。
先
に
茶
碗
が
配
ら
れ
、
酒
を
注

が
れ
、
裁
許
は
そ
れ
を
飲
み
、
配
ら
れ
た
ス
ル
メ
を
食
べ
る
。
そ
の
後
、
浦
町
の
裁

許
長
、
辰
巳
町
の
裁
許
長
の
言
葉
が
あ
り
、
手
締
め
が
あ
り
終
了
と
な
る
。

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
が
行
わ
れ
て
い
る
と
同
時
並
行
で
行
燈
の
解
体
が
行
わ
れ
る
。

⑦
夜
高
行
燈
の
解
体

練
り
廻
し
を
終
え
た
行
燈
は
、
花
島
精
肉
店
本
店
附
近
に
て
解
体
が
行
わ
れ
る

（
写
真
１
３
５
）
。
ま
ず
行
燈
の
車
輪
を
外
し
、
行
燈
の
電
気
を
消
す
。
横
棒
が
固
定

さ
れ
て
い
る
縄
を
鎌
で
取
り
外
す
。
レ
ッ
カ
ー
が
到
着
し
、
山
車
を
外
す
た
め
の
準

備
と
同
時
並
行
で
台
棒
か
ら
横
棒
が
取
り
外
さ
れ
る
。
吊
物
を
は
ず
し
、
山
車
の
帆
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内
の
場
所
に
も
平
等
に
行
燈
を
み
せ
る
意
味
が
あ
る
た
め
で
、
大
体
は
行
燈
が
入
る

こ
と
が
で
き
な
い
町
内
の
五
か
所
で
展
示
さ
れ
る
。

⑨
そ
の
他

夜
高
祭
終
了
後
、
慰
労
会
と
し
て
「
山
行
き
」
が
開
催
さ
れ
る
。
以
前
は
安
居

山
へ
行
っ
て
お
り
、
子
ど
も
と
大
人
は
別
々
に
開
催
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
大
人

と
子
ど
も
が
一
緒
に
な
っ
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
行
う
。
山
行
き
の
日
程
は
掲
示

板
に
貼
り
出
さ
れ
る
。

町
内
に
は
掲
示
板
が
辰
巳
町
会
館
前
、
花
島
精
肉
店
付
近
、
辰
巳
町
会
館
に
入

る
交
差
点
付
近
、
天
理
教
会
付
近
の
四
カ
所
あ
り
、
行
事
の
お
知
ら
せ
（
公
聴
会
、

台
締
め
な
ど
）
を
掲
示
す
る
。
子
ど
も
夜
髙
太
鼓
競
演
会
で
受
賞
し
た
場
合
は
、
賞

状
の
コ
ピ
ー
を
掲
示
す
る
。

辰
巳
町
の
行
燈
に
は
砺
波
市
鹿
島
か
ら
手
伝
い
が
来
て
い
る
。
と
な
み
夜
高
祭

の
時
に
鹿
島
の
行
燈
の
足
場
を
組
み
に
行
っ
た
際
に
関
係
を
持
っ
た
。
鹿
島
か
ら���� 祭り中に設置される田楽

手
伝
い
が
あ
っ
た
当
初
は
鹿
島
か
ら
三
人
ほ
ど
し
か
い
な
か
っ
た
が
、
令
和
七
年

（
二
〇
二
五
）
に
は
一
三
人
の
手
伝
い
が
あ
っ
た
。
鹿
島
か
ら
の
手
伝
い
の
役
割
は

曳
き
手
で
あ
り
、
行
燈
の
製
作
は
一
切
さ
せ
な
い
。
た
だ
し
、
台
締
め
の
時
に
は
、

化
粧
縄
を
巻
く
作
業
を
手
伝
っ
て
も
ら
う
。
と
な
み
夜
高
ま
つ
り
の
際
に
は
辰
巳
町

か
ら
手
伝
い
に
行
っ
て
い
る
。

祭
り
の
一
日
・
二
日
の
辰
巳
町
内
に
は
、
家
の
前
な
ど
通
り
沿
い
に
田
楽
が
一
二

基
設
置
さ
れ
る�

写
真
１
３
６�

。
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